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子の曰（のたま）はく、學びて時に之を習ふ、また、説（よろこばし）からずや。朋有りて遠方より來る、また、樂しからずや。人知らずして慍（うら）みず、また君子ならずや。

	上記は、漢文と訓読であるが、いずれも孔子にとっては面食らう文字であり、強いて孔子の時代の文字にするなら右のごとくなるかもしれない。見た目にはとても同じことが記されているとは思えまい。
  　孔子の時代には書物は無かった。紙がなく、文字で記録するというのは、史官が竹片に自国の王の事績を記述する（竹簡）か木片に出納の記録を記す（木簡）くらいのことであり、読書をして学ぶという習慣はなかった。論語は孔子やその弟子の言（ことば）が記されたものであるが、竹簡に記されるということを意識されたものではない。孔子が弟子に教えた学、講義の内容ではなく、その際に交わされた会話が弟子により集められ、残されたものである。それは余程印象的なものであり、口伝され、文字化され、今日までいきてきた。
  　論語の言（ことば）は、日常会話の言とはちがう、対話であり即興の言もあるが、よく練られた言である。それは、暗誦をして繰り返されることを予想して考え抜かれた言であり、またそのような言でなくば、残されることはなかった。
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言は、いかなる文字で記されようが、音と声になる。今ではzǐ yuē  xué ér shí xí zhī  bù yì yuè hū  yǒu péng zì yuǎn fāng lái  bù yì lè hū  rén bù zhī ér bù yùn  bù yì jūn zǐ hūとなる。音と声は時代と地域によって異なり、孔子のころと同じものとはいえないそうだ。孔子は雅言で詩や書を詠じ、礼を行ったと述べている。雅言は周の音声、正しい音声とみられが、実態は分からない。日常のものでなく、由緒ある音声であったということか。その音声が上のような文字で記されたのであろう。結局どんな音声かわからないが、中国の音と声を認識出来ない日本人はそこをとばしてしまう。
　日本人は、論語を漢文の書籍とし、返り点をふり、訓読をし、字義を理解して読むということになり、どうしても字義偏重、音不在となる。日本人は元来文字をもたなかった。漢字の音を借りて、歌を記したのが万葉仮名であり、その字面は漢字であるが、声を出して詠めば日本語である。漢字を音として用いるという経験がないわけではない。
　また、孔子のころには、文字の数が少なく、説が悦、道が導を兼ねるという、文字がまだまだ未分化の状態であった。また、亂は現在では乱とみだれることであるが、「武王、曰（のたま）はく、予に亂（おさ）むる臣十人有り（泰伯篇）」本来は治まることであり、正反対の意味を兼用することもある。また、中国語の音と声、声とは上、平、去、入声、現在では１、２、３、４声という四声であり、楽という字は、lè なら楽しむ、yuè なら音楽の楽、yàoなら好むとなる。 dào なら道、言う、dǎoなら導くという風に、音、声により聞き分けて文字化される。孔子の時代には、詩経の押韻研究から、声は未分化の状態、平入二声説、平上入三声説等、諸説があり今とは違い、音に関しても、舌や唇や息の長さなど使い方は違うものがあったようだ。
　日本人は元来文字を持たず、漢字を導入し、その音と意味を学び、仮名を開発して文字化をしてきた。最初は宋（六朝時代）に入貢したことにより、呉音を導入、隋や唐に入貢すると漢音、鎌倉、室町の禅僧が持ち帰ったのが唐音（宋音：北宋、南宋時代）であった。外の呉音は「ゲ」、漢音は「ガイ」、唐音は「ワイ」、古事記や仏典は呉音、日本書紀は漢音、禅宗は唐音を採り入れている。唐音は現代北京語に近いとされている。
　しかし、中国人の文字についての伝統は全く異なる。





文字にまつわる言い伝え

　中国には、伏羲（ふくぎ）という王が、「天を仰いで象を観、伏して法を地に観、あまねく鳥獣の文（あや）と地の宜（ぎ）とを観、自分の身体や自然を眺め、八卦（☰、☱、☲、☳、☴、☵、☶、☷）を考案して、神明の徳に通じ、万物の情を類した。また書契を造って結縄の政（まつりごと）に代えた（史記、三皇本紀）」という伝説がある。伏羲は、犠牲を養い庖厨（料理）して天を祀（まつ）ったため、庖羲（ほうぎ）ともされ、人首龍身の雷神と華胥（かしょ）氏（人間の女）の間にできた神人で人面蛇身である。人面蛇身とは人間以上の能力を有していることを表わすが、まだ、神と人間と半獣人が同居しているギリシア神話のごとき世界である。
　象と法については、易に、「見（あら）はるる、乃ちこれを象といひ、形ある、乃ちこれを器といひ、制して用ふる、これを法といふ（繋辞上）」とある。宜とは地上のありうべき状勢のこと。結縄とは、大事は太い縄、小事は細い縄でくくって約束事にすること。書契とは、青銅器などに文字で約束事を刻すること。どうやら天地人の在り方に通じるということ、約束事を明確にするということから文字が作られたという考え方である。
　また、説文解字を著した許慎（きょしん）は、伝説の王、黄帝（おうてい）の史官の蒼頡（そうけつ）が鳥獣の爪跡や足跡にならってはじめて文字を作ったとした。更に、淮南子（えなんじ）、本経訓に、「昔し蒼頡の書を作るや、天、粟（ぞく）を雨（ふ）らし、鬼（き）、夜哭（こく）す」と記されている。高誘という人の付けた注がおもしろい。文字ができると人に知恵がつく。汗水たらして農耕をせずとも、頭を使ってもっと良い生活をする者が現れる。そうなれば、農耕をすてて文を事とする者が続出し、ために米粟が不足し、民が餓えに至るのをおそれて、天が粟をふらした。これまでは、鬼が神と人の間をとりもっていたが、人間が文字によって直接神意を占うようになり、地位を奪われ悔し涙をながした、という。
　いずれも漢代に編集された書物であるが、考え方自体は、戦国時代からあったものとされている。中国では夏王朝があり、何らかの記号、文字のごときものがあったかもしれないが、文字体系を持つものは殷王朝の甲骨文字となる。22代の武丁（ぶてい）のころに3500～5000の文字が作られたとされる。一説には、武丁は言語障害があり、文字を生みだしたとされるが、物語としてはおもしろい。
　甲骨文字は、地上の帝が天の上帝に、十日毎に、行動を起こしてよろしいかどうかを問い占うものであり、日付と王の行為を著す文字が中心となった。天の象、太陽、月、星、雨、風、雷、雲から上下左右前後など方角や季節時節の現象、鳥獣（生物）や山、川、池、沼、草木、鉱石など地の宜、身体の部位、王の起こす行動などを一気に文字化して、上帝の意を伺った。中国文字作成の原動力はここにあった。
　
　十日は十個の太陽からきており、その名が甲、乙、丙、丁、戊、己、庚、辛、壬、癸、これを十干とした。十日を一旬ともいい、旬の最終日、癸に、次の旬の帝の行動を占うのが貞旬、この卜占される36旬360日と占のなされない日（閏、うるう）の数日を加えて一祀（一年）と称した。閏日がたまると閏月、十三月のある祀を設定し、四季に合わせた。
　貞旬（卜旬）の他に、卜祭、卜告（先祖の霊に事件行事を告げる）、卜亨（祭の後の大宴会）、卜出入（人の出入）、卜田漁（狩と漁）、卜征伐、卜年（稔り）、卜風雨とさまざまな卜占が知られている。貞旬はまず彡（さい）にはじまる。祖先崇拝の初めの儀式で、音楽と酒を供えた。十干の日の名の先王の順、世代の序列に従い、各王の妣（ひ）に至り十一旬（110日）続く。次に翌を同じ要領で十一旬（110日）続け、酒と舞を供えた。続いて祭（犠牲の肉と酒を供える）、[image: image4.jpg]


（士冖日厶、たい：穀物と酒を供える）、[image: image5.jpg]


（劦口、きょう：先祖の霊を始祖の廟に合せて祀る）をそれぞれ一旬ずらせて並行して十三旬（130日）行う。これに工典（不明）が一旬（10日）あるという(水上静夫：干支の漢字学)。広範な文字を必要とした。
　方角は、子（北）、丑、寅、卯（東）、辰、巳、午（南）、未、申、酉（西）、戌、亥、天を十二に分ける。木星は天球を十二年で一周する。木星の運行する道筋の星座（宿）を十二の次（やどり）に分け、木星のある次によって歳（年）を定めた。十二支として方位名にも、あるいは十二月として月名にも用いられた。また十干と十二支を組み合わせて六十年で循環する暦を造り、年月日を定めた。
　大量の甲骨が出土したのは、このひっきりなしの卜占の結果であり、暦に従って王の事績が記録される原型となったものと思われる。

　青銅器の鼎（かなえ）にも文字が刻された。これは、王の特筆すべき業績を刻して子孫に引き継がせること、後には王から諸侯に与えられた褒賞（ほうしょう）の内容、あるいは、領地争いなどを王が調停をして定めた内容、更に後には諸侯同志の会盟した内容が刻された。つまり、約束ごと、決まりごとが記され、法令の原型となったものであろう。
　交易が盛んになれば、地名、物と数量と価格が記されるであろう、中央集権国家で税がおこなわれれば、戸籍や出納が記されるであろう。そして、史という官職が生まれ、ついには、農耕せずして文をもって生きる人間があらわれ、漢代には、「天、粟を雨らし、鬼、夜哭す」憂慮すべき時代を迎えたとの嘆きもきかれるようになる。
　汗水たらして農耕をせずとも生きることのできる時代、孔子は、「吾、十有五にして学を志す」と述懐しておられる。そのはしりが孔子の生きた時代であった。文字が帝のものであった時代、王や諸侯のものであった時代、そういう文字が士という階級に用いられる時代、そのなかで孔子は文字の性格を変革させた。「有教無類（教えがあれば身分差などは無い）」、これは諸侯が用いることができない用法である。君子は地位があり徳のある人を前提としていたが、士であっても君子となれば、諸侯にひけをとらない。そういう思いが文字に吹き込まれた。このすざまじさを敏感に感じとった一人が司馬遷であった。彼は孔子世家を著した。世家というのは諸侯の歴史であり、下級の士の孔子を世家として記すことは、当時の史官としては逸脱であり、史家としての見識を疑われたのであるが、司馬遷は遠い未来を見通す眼をもっていた。
　中国ではこの時代、諸子百家が輩出され、孔子一人がそういう作業を荷ったものではないが、その透徹した精査により、文字の持つ意味に大きな影響を残された。





吾十有五にして学を志す

　孔子の弟子は三千人と称される。一体彼等は何を学ぶために孔子のところへ集ったのであろうか。
　孟子「滕文公章句」に、「庠序学校を設け為して、以って之を教う。庠yǎngとは養yǎngなり、校xiàoとは教jiàoなり、序xùとは射shèなり。夏に校と曰い、殷に序と曰い、周に庠と曰い、学は三代これを共（ともgòng）にす。皆人倫を明らかにする所以なり」（子を養育するyǎng はyàngで目上を養う。校「くらぶ」jiàoはxiàoで学校の校）とあり、朱熹は、「大学章句」序に「夏・殷・周の三代の盛時ともなると、その教育制度はいよいよ整備された。そこで初めて、天子の都や諸侯の国都から地方の村落に至るまで、どこででも学校が設けられるようになった。人が生まれて八歳になると、天子や三公の子弟から庶民の子弟に及ぶまで、みな小学校に入れ、そこで水をうって掃除をしたり、人とのうけこたえをしたり、立居ふるまいをしたりすることの折りめや、礼儀作法と音楽、弓射や馬車の扱い、読み書きと算数などの六芸の学科を教えた。さて子弟が十五歳になると天子の皇太子と皇子たちから公・卿・大夫および天子に仕える士人の嫡男、そして万民のなかから選ばれた俊秀に至るまで、すべて大学に入学させ、そこで理を窮め、心を正し、わが身を修め、人を治めるための方法を教えた（金谷治氏：岩波文庫）」としている。

　朱熹は孔子が大学で学んだとしているが、これは怪しい。孔子は自ら若いころは賤しい身分でなんでもできたと述べ、また、衛の公孫朝が弟子の子貢に、孔子はどこで学んだかと聞いたところ、子貢は、きちんとした師はない、あらゆる人、事象を見聞してそこから学んだとこたえている。
「吾、少（わかshào）くして賤（いや）しかりき、故に、鄙事（ひじ：しょうもないこと）に多能なり（子罕篇）」（少「すくない」shăoは、shàoで若いとなる。）
「文武の道dào未だ地に墜ちずして、人に在り。賢者は其の大なる者を識（しshí）り、不賢者は其の小なる者を識（しshí）る。文武の道dào有らざる莫（な）し。夫子（ふうしfū zĭ）焉（いづくyān）にか学びざらん。而して亦何の常師か之れ有らん（子張篇）」（識shíは、zhìで誌「しるす」となる。焉yánは、yānで「いづくにか」となる。）
　史記、孔子世家によれば、十七歳になる前に季氏の葬儀の饗食に招かれ、喪票を付けていったが、家来の陽虎に追い返されており、季氏の役人をしたが、蔵の管理や牧場の仕事をしており、「万民のなかから選ばれた俊秀」として大学に席を得たようには見受けられない。
「孔子、絰（てつ：喪服を身につけるとき首と腰につける麻の帯）を要し（喪中に）、季氏、士を饗（饗食に招く）し、孔子、與（あづ）かりて往く。陽虎、（孔子を）絀（しりぞ）けて曰く、『季氏が士を饗すは、敢へて子（孔子）を饗するに非ず。』孔子、これに由りて退（しりぞ）く」
「長ずるに及び、嘗（かつ）て季氏の史と爲る（孟子は委吏：積荷と米倉を掌る役人とする）。料量平（たいら）かなり、嘗て司職の吏（職は樴に通じ牧場を管理する役人）と爲りて畜（ちく）、蕃息（はんそく）す」

　ただ、孔子、十七歳のときに、魯の大夫、孟厘（僖）子（もうきし）が病床で、息子の懿子（孟懿子：もういし）に誡めて、孔子に礼を習えと遺言したとある。これもいささか怪しいのであるが、孔子の父の叔梁紇が孟孫氏に仕え、戦で名を高めた武人で郰邑の大夫となったとする伝承があり、孟僖子がはやくから孔子に目をつけていたとするのであろう。十五歳で学を志し、二年で常師なくしてこの評判となれば、ただものではない。ここから、孔子は生まれながらにして知る者とする聖人説を唱える者もでるのであるが、実際のところが分からない。
「孔丘（孔子の名が丘）、年少にして禮（礼）を好む、其れ達する者か？吾は即ち沒す、若（なんじ）必ずこれを師とせよ（孔子世家）」
　孔子が弟子を募ったのは、大学で師となって、貴族の子弟を引き連れたものではない。白川静氏によれば、孔子の門人の出身は雑多、荀子が「夫子（先生：孔子）の門、何ぞそれ雑なるや」と述べるほどであり、「後になっても、各地の亡命者や賤人といわれるものが多い。官途を求めようとする不安定な身分のものが、その門に学んだ。」とあり、貝塚茂樹氏によれば、「本籍のわかる弟子九十人のうち、魯国籍のもの六十六人、衛国籍のもの九人、斉国籍のもの五人、陳国籍のもの三人、楚国籍のもの二人、秦国籍のもの二人、宋・呉・蔡の国籍のもの各一人である。」「弟子たちは、一、二の貴族の子弟をのぞいて、ほとんど全部が曲阜の下級貴族である士や、一般庶民で占められていた。」とあり、いわば、私塾のようなものを独自に開設し、学で以て身を立てようとする身分の低い者を受け入れていたことになる。
　孔子の母国、魯において、季氏の士、陽虎（陽貨ともされる）が魯の三桓氏（孟孫氏、叔孫氏、季孫氏）で当時筆頭大夫の季平子の子、季桓子を捕らえる事件が起こった。三桓氏は魯の荘公の三人の弟、慶父（けいほ）叔牙（しゅくが）季友（きゆう）の子孫であり、元来は王族の子孫である。三桓氏が魯公を差し置いて実権を握るといっても、王族のなかの問題であったが、陽虎は三桓氏の嫡子をすべて殺し尽くし、自分と誼（よしみ）を通じている庶子をたてて、政権を牛耳るという衝撃的な下剋上であった。陽虎は孔子にも誘いをかけたが、孔子は加わらず、三桓氏は協力して陽虎を攻めこれを破り、陽虎は亡命している。代わって、孔子が抜擢されることになる。いささかも、あらっぽい争乱の時代であった。
　そのなかで、一体、孔子は弟子達に何を学ばせようとされたのか。　

　孔子の息子を鯉（り）、伯魚（はくぎょ）という。陳亢（ちんこう）という弟子は、孔子は我が子には特別な教え方をしているのではないかと思い、伯魚に尋ねてみた。伯魚は、中庭で父とすれ違った時に、詩を学んだか、詩を学ばないと物を言う事が出来ないと言われ詩を学んだ。また、すれ違った時に、礼（禮）を学んだか、礼を学ばないと自立することができないと言われ、礼を学んだ、と応えたという話がある（季子篇）。特別な教えは無く、他の弟子と同じく、詩と礼を学ぶことが中核であった。
　学んで身を立てようとする下賤のものに、詩と礼を学べ！などという光景は、日本人には、幕末の脱藩浪士に、まずは“万葉集”と“礼儀”を学べ！と言うようなもので、浪士にはおよそピンとこないし、耳も貸すまい。ここは、司馬遷に助けを求めたい。

詩を学ばずんば、以て言ふこと無し

　司馬遷は、史記、孔子世家で、「古は詩三千餘篇、孔子に至るに及び、その重なるを去（す）て、禮義に施すべきを取り、上は契（殷の始祖）・后稷（周の始祖）を采（と）り、中は殷・周の盛を述べ、幽（殷の衰微君）・厲（周の衰微君）の缺（けつ）に至る。衽席（しとね）に始まり、故に（曰）、關雎（かんしょ）の亂は、以って風の始となし、鹿鳴は小雅の始となし、文王は大雅の始となし、淸廟は頌の始となし三百五篇あり。孔子皆これを絃歌し、以って韶・武・雅・頌の音に合わせることを求む。禮樂これより述べえ、以て王道を備え、六藝を成す」と述べている。
　詩三千餘篇を孔子が三百五篇に削ったというのは、額面通りには受け取られておらず、孔子のころにはすでに欠落などでこの程度に減っていたとみられている。司馬遷は、孔子が禮（礼）義に用いられるものを選択の基準とし、古くは殷や周の始祖、その繁栄、また衰微に至って収録し、君子と淑女の睦み合う詩を国風（風俗）のはじめとし、鹿が鳴いて仲間を集めるごとく奏して賓客や群臣をもてなす詩を小雅のはじめとし、文王が天命を得て民、鳥獣昆蟲に及ぼし周室を興した詩を大雅のはじめとし、降臨した祖霊の徳を称えそれに応える詩を頌のはじめとして収録し、また、すべてを絃歌したとする。
　本来は朝廷の楽師隊が歌い奏し舞ったものである。宗廟の祭祀において、天子は、一列八人を八列、六十四人の舞人を奉納する。これを八佾といい、諸侯は六佾、卿大夫は四佾、士は二佾とされた。ところが周が衰え、諸侯の国において公室が乱れると、この秩序が乱れ、公室から楽師が散逸したようである。
「大dà師の摯（し）は齊qíに適（ゆ）き、亞飯（あはん）の干（かん）は楚に適き、三sān飯の繚（りょう）は蔡（さい）に適き、四飯の缺（けつ）は秦に適き、鼓（こ）の方叔（ほうしゅく）は河内に入り、播鼗（はとう：でんでん太鼓）の武は漢中に入り、少師の陽と擊磬（げきけい）の襄（じょう）は海に入って逃げた（微子篇9）」（大dàは、tàiで太「たいへん」となる）
また、卿大夫である季氏が八佾を行うなど、僭越も甚だしく、正調の維持がむつかしくなっていたようである。
　少（わか）くして賤しかった孔子は、そのような場に陪席する機会はなかったと思われる。孔子が韶という舜の音楽を聞いて三月肉の味が分からぬほど感銘を受けたというのは、亡命した昭公を追って、斉に居たとき、三十五歳くらいのことであった。
「韶（しょう、舜の樂）は美を盡（つく）し又善を盡すなり。謂ふ。武（武王の樂）は美を盡すも未だ善を盡さざるなり（八佾篇）」帝舜は、書経、堯典に、「夔（き）！汝に樂を典（つかさど）り、胄子（ちゅうし：元服前の少年）を敎ふるを命ず。直（素直）にして温（温和）、寛（寛容）にして栗（荘栗：きびしい）、剛にして虐（そこな）ふ無く、簡（おおまか）にして傲（おご）る無かれ。詩は志を言ひ（心に抱くことをことばにする）、歌は永言し（抑揚をつけてゆっくりと言葉を発声する）、声は永きに依り（五声は音の抑揚「高低」に依る）、律は声を和して（六律「陽和音」と六呂「陰和音」は五声を和す）、八音克く諧し（八種の楽器は調和する）、倫を相奪する無くして、神人以て和せん」と命じた帝であった。夔は一本足の龍の姿で表され（一角獣）、降雨に関わる自然神とされる。楽によって心のバランスを保ち、楽を奏し、詩を歌い、舞い、お互いの心相和すことを求め、神人合一するを最上とした。孔子は、韶を聴き、よほど舜の志に感じ入られたのであろう。

　司馬遷は、孔子が、鼓琴を師襄子（しじょうし）に學んだ様を伝えている（孔子世家）。孔子は、何の曲か習って十日しても次に進まない、師襄子がそろそろ次に進みましょうと云うも、すでにその曲を習ったが、その數（すう：拍子）が分からないと言って先に進まない。しばらくすると、師がその數をマスターされたので次に進みましょうと云うと、孔子は、その志が分からないと進まない。しばらくして、その志をマスターされたので次に進みましょうと師が云うと、孔子は、誰がこの曲を作られたかが分からないと進まない。しばらくすると、孔子は、穆然（ぼくぜん：静かに思うさま）として深思していたかとおもうと、怡然（いぜん：喜ぶさま）として高く望みて遠く志す所を得られたとみえ、こう申された。私には、その人となりが分かった、黯然（あんぜん：暗いさま）として黑く、幾然（きぜん：かすかなさま）として長（たけ：背が高い）く、眼、羊を望むようで、四國（四方の国）に王たるがごときである。周の文王でなくば、他に誰が該当しようか。師襄子は、辟席し（師の席をおりて）再拜して、申された、まさしく、文王の操（そう：琴の曲）でございます。
　絃歌というのは琴瑟を奏して歌うことであり、いわばワーグナーの楽劇を歌曲に編曲するようなもので、孔子はそれを楽師から学んだものであろうが、三百五篇すべてを絃歌できたとなれば、並大抵のことではない。それも、韶・武・雅・頌の音に合わせるとなれば、すばらしい音感の持ち主であったことになる。孔子は「述べて作らず」をモットーとする人であり、編曲といっても原型をそのまま踏襲されたと思われ、どのようになされたか、この点も実際のところが分からない。
　「禮樂これより得て述べえ、以って王道を備え、六藝を成す。」は孔子の時に実現したことではない。司馬遷の述懐であり、詩を本にして礼と楽が再編され、王の統治を王道となし、六芸（詩、書、礼、樂、易、春秋）を人を育てる教育の根本として陽の目をみるのは漢代になってのことであった。論語の中で、詩については、次のように言及されている。

　詩三百を通じているものは思無邪、「思ひ邪（よこしま）無し」と訓じられる。詩経、魯頌、駉篇の「思無邪　思馬斯徂：これ、ひたすらに、この馬これ徂（ゆ）く」、思は“これ”、sī 斯のこと。これからすれば、これ邪なしと読むべきかもしれない。邪とはここでは心を偽ること。詩三百を通じているものは、よしにつけあしきにつけ、本心を素直に吐露しているとなろう。
「子の曰はく、詩三sān百、一言以てこれを蔽（おほ）ひて曰く、思無邪sī wú xié（為政篇）」

　小子は少年、弟子の少年が詩なんかより、もっと就職に役に立つことを教えて欲しいとでもぼやいたのであろう。どうして詩を学ばないのか。詩は心を興（おこ）す、“たごのうらゆ”と聞けば浜辺の向こうの雪をいだいた富士の山が心に浮かぶようなもので、もし、この歌を知らねば、相手がこれだけ詠じて、実に雄大であったと言っても何の事か分からない。学べば、心豊かになれる。詩によって多くを觀、観察することもできる、多くの事例を学ばず観たものだけで判断する、「思いて学ばざるは殆（あや）うし」というではないか。詩によって、殷や周の始祖に何故人が集まり、国を興すことができたかを知ることができる。群化というのは社会化、群性は社会性をいいそのことが分かるようになる。詩に怨みをみれば、自分が本当に怨むべきことを怨んでいるかを考え直すであろう。そういうことを学べば、家では父母に仕え、朝廷に出れば君に仕えることができる。百科辞典として、色々なことも調べることができる。
「子の曰はく、小子、何ぞ夫（かfú）の詩を學ぶこと莫（な）きや。詩以て興（おこxīng）す可（べ）く、以て觀（みguān）る可く、以て群（ぐんqún）す可く、以て怨（うらyuàn）む可く、邇（ちか）くは之父に事（つこうまつ）り、遠くは之君に事る。多く鳥獸草木の名を識（しshí）る（陽貨篇）」（興味の興xìngはxīngで「おこす」となる。夫子、大夫の夫fūは、fúで「かの、それ」となる）。
　
　詩、国風の一が周南（しゅうなん）、二が召南（しょうなん）。周、召は国名である。君子にとって伴侶とすべき叔女が周南のはじめの歌、女が家に入る、妻を迎えると何が起こるかが召南のはじめにある。そこをよく心得ないとするなら、女が壁のごとく立ちはだかることになる、なんと味気ないことではないか。血気にはやり、女に溺れてもらうのも困ったものだが・・・息子の伯魚も嫁をとる年ころであったかもしれない。男女のことは周南、召南に学べ。
「子、伯魚に謂ひて曰はく、女（なんじrŭ）周南、召shào南を為（まなびwéi）たりや。人として周南、召shào南を為ばずんば、其れ猶ほ正（まさ）しく牆（かき）に面して立つごときか（陽貨篇）」（女nüは rŭで汝となる。召zhàoは、shàoで国名となる。為wéiは動詞、wèiで～のために）
「君子に三戒有り。少（わかshào）き時血氣未だ定らず、これを戒むるに色に在り（季氏篇）」
「吾、未だ德を好hàoむこと色を好hàoむが如き者を見ざるなり（子罕篇）」（好いhăoは、hàoで好むとなる）

　詩三百篇を誦す、誦は声をあげて詠む、暗唱する、そらんじる。しかし、他国への使者としても、国内の政治の場においても、そこで応用ができないならば意味が無い。「学びて思はざるは罔（くら、暗）し」。使う、人にしいる使はshǐである。史shǐから来るが、史の字形は白川氏によれば、ㅂ（祝告の器）を木に付け手にする形で、廟で祖霊を祭ること（内祭）が原義という。山川の諸神を祭るに、「人を嶽に使ひせしめんか」と外で使者をたてて祭ることを事shìとした。事には、祭りの使者の意と使者として行う祭事の意があり、これが後に、使と事に分かれたそうである。四方にshǐとなれば、外に使者として出る「使shǐ」となる。（士shìからくるのが仕shìであり、元来士には仕える意味が含まれていたのであろう。）
　「子の曰はく、詩三sān百を誦（しょうsòng）して、これを授くるに政を以てして達せず、四方に使（つかshǐ）ひして專（ひと）り對（こた）ふること能はず。多しと雖も亦（また）奚（なに）を以て為さむ（子路篇）」
　春秋左氏伝（岩波文庫、小倉芳彦訳）はかく記す。
　昭公二年に、昭公が（晋の）韓子を饗応した際、季武子が（大雅の）「緜（めん）」の終章を歌って（晋候を文王に、韓子をその名臣に比すると）、韓子は（小雅の）「角弓（かくきゅう）」を歌って、（兄弟が親しみたい意を寓した。）季武子は拝礼して、
「子（あなた）が敝邑（わがくに）を（兄弟国として）援助してくださるのに感謝します。寡君（わがきみ）は期待しておられます」
武子は（小雅の）「節何山」の終章を歌って、（晋の徳をたたえた）。饗宴が終わって季氏邸での宴となった。庭に美しい樹木があり、宣子がこれを誉めた。武子は、
「宿（わたし）はこの樹を長く育て上げて、角弓の精神を忘れぬようにします」とさらには（召南の）「甘棠（かんとう）」を歌い、（宣子を召公奭（せき）に比すると）、宣子は言った。
「起には過分のお言葉。とても召公には及びません」
また、昭公七年に、晋の平公が、士文伯に尋ねたくだりではこう記されている。
「詩」に、「彼の日に食のおこりしは、いずこに善からぬことありや（小雅、十月之交）」とはどういうことかと。
「政治が善くないことを言うのです。国に善政なく善人を用いぬと、日食や月食の災禍を自ら招くことになるのです。ですから政治は慎重にせねばなりません。務むべきことは三つ。一に賢人を選ぶこと、二に民心に従うこと、三に四季の行事を乱さぬこと」
と士文伯は答えた。詩に歌われている世界が脳裏、心象に浮かんでいる。もし、それが浮かばねば会話が成り立たない。春秋時代には、国政や外交において、詩の一節を対話に引用することが茶飯事となっていた。

　孔子は詩を詠み、書を詠み、禮を行う時の言は、雅言であったという。雅言は、周の音声、伝統的な正しい音声とされるが、雅yǎという音声は他には唖（ろうあ者）のみでyāではカラスの鳴き声である。カラスは太陽の中におり、太陽を運んだ。小雅、大雅、雅楽の雅。詩演奏の正しい音律と同時に、詩を詠む正しい音声も習得しておられたことになる。これは、孔子が教えることのできる強みであったろう。
「子の雅言（がげんyǎyán）する所は、詩、書、執禮。皆、雅言なり（述而篇）」

　弟子達は礼の実学を学び、就職し身を立てようと孔子のもとに集まった。門人の子游が、子夏の門人の若者は、水撒き掃除、賓客の応接、誘導についてはいいが、そもそも末のことである。それの本となるものが無くては、どうしようもない、と批判している。実学の基礎から教えていたことは伺える。ではその本とは何か？その弟子に、詩（興）、礼（立）、樂（成）という三つをもって君子たれ、人格を練れとされた。詩により情操を養い、礼で自立し、音楽で人格を完成する。
「子の曰はく、詩に興り、禮に立ち、樂（yuè）に成る（泰伯篇）」
　襄公二十九年、呉の公子札（季札）の依頼で、叔孫穆子（叔孫豹）が曲目を伏せて、楽を楽工に歌わせたとある。
「小雅」を歌わせると、
「美しい曲ですね。（哀しき）思いあるも心迷わず、怨みを懐くも口にはださず、きっと周の徳が衰えたのでしょう。それでも先王の遺民がいるようですね」
「大雅」を歌わせると、
「ひろやかで、なごやかな曲ですね。抑揚に富んでいるが本体は真直ぐです。きっと文王の徳でしょう」
「頌」を歌わせると、
「これはたいしたものです。真直ぐだが傲らず、柔軟だが屈することなく、近づいても迫らず、遠ざかっても離れず、流れ移っても乱れず、くりかえしても厭きず、哀しんでも愁えず、楽しんでも度を過ごさず、用いても減らず、広げても露出せず、取っても貪らず、止まっても停滞せず、進んでも流されない。（宮、商、角、徴、羽の）五声が調和し、八風の釣り合いがとれ、リズムがととのい、音階が守られている。この盛徳は（周頌。魯頌、商頌の）どれにも共通しています」
（文王の）「象箭（しょうさく）」「南籥（なんやく）」の舞楽を見ては
「美しいですね。でも、思い残されたことがあるようですね」
（武王の）「大武」の舞楽を見ては、
「美しいですね。周の盛時は、きっとこのようだったのでしょう」
（殷の湯王の）「韶濩（しょうご）」の舞楽を見ては
「聖人の弘大さですね。でも、心に慚じるところがあったようです。聖人たることの難しさです」
（禹の）「大夏」の舞楽を見ては、
「美しいですね。勤労しても人に誇らない。禹でなければ、とてもこの舞楽は作れぬでしょう」
（舜の）「韶箭（しょうさく）」の舞楽を見ては、
「これは徳の極致で、偉大なものです。天の覆わざるなく、地の載せざるなきが如きもの。どのような盛徳も、もはやこれに加えることはできぬでしょう。拝見はここまでにします。もし、他に舞楽があっても、吾（わたし）はお願いしません（岩波文庫）」
まさに、楽に成る、春秋の教養人の面目躍如たるものがある。孔子はこのような文人の伝統を大切にしようとされた。
　平成の若者ならば、これじゃ就職は不可、相手は即戦力を求めており、そんな余裕はございません。失礼いたしますとなろう。

礼を学ばずんば、以て立つこと無し

　春秋左氏伝、昭公五年条に、こうある。
　公は晋に赴いたが、郊外でのねぎらいから、贈与に至るまで、礼を失することがなかった。晋候が女叔斉に、「魯公はなかなか立派に礼をこなすではないか」と言うと女叔は答えた。
「魯公は礼を理解してはいません」
「どうしてか。ねぎらいから贈与まで、礼に手落ちはなかったのに、なぜ理解しておらぬと言うのだ」
「あれは儀で、礼とは申せません。礼とは国を守り政令を施行し、民を失わぬためのもの。しかるに今、政令は大夫の手に落ちて取り戻せず、子家羈（しかき）のような人物がいるのに登用できず、大国との盟約を犯して小国を侮蔑し、他国の混乱を利として自分の足許の危険に気づかない。公室の軍隊は四分され、民はよそで養われ、誰も魯公を気にかけず、公自身も後のことを考えていない。国君として、禍が身に降りかかろうとしているのに、対策もたてていない。礼の本末はかかる点こそが大切なのに、末梢的な儀ばかりを急務としている。立派に礼をこなしていると言われるのは、かけ離れた評価ではありませんか」
　君子は女叔候を、この点では礼を理解していると評した（岩波文庫）。
魯国では、臣下である季孫氏、孟孫氏、叔孫氏それぞれが軍隊を持ち、民はこの三氏に養われるという事態となっていた。礼は地位によって異なる。大夫である三氏が軍隊を持ち、魯公の礼を行うは、僭礼である。昭公が君主としての礼を行使できていない、つまり、昭公は自立していない、と女叔斉が批判をしたことになる。礼は身分や地位、幼長によりその儀は異なるが、その場その場で己を自立させるものでなければならない、そういう認識があったようだ。昭公二十七年条では、
　鄭の子大叔（游吉）が趙簡子に会うと、簡子は揖譲（挨拶）や周旋（挙止）の礼について質問した。子大叔が
「これは儀であって、礼ではありません」
と言うと簡子は、
「では礼とは何をか、ひとつお教えいただきたい」
子大叔は答えた。
「吉（わたし）は先大夫の子産からこう聞いております。『礼は天の経、地の義、民の行（おこないxìng）ある』と。これは、天地の経（規範）に民が則る、つまり、天の明に則り、地の性に因（したが）うということ。・・・礼は上下の紀綱、天地の経緯、民の生きる拠所ゆえ、先王はこれを尊崇されました。そこで自らを調節して礼に到達できる人を、成人とよぶのです（岩波文庫）」（行「ゆく」xíngは、xìngで「おこない」となる）
と長々と開陳される。女叔斉ばかりか、当時の知識人が儀と礼を分けて考え、礼の本質を究めるという流れがあったことが分かる。
　昭公二十六年条によれば、斉において、家臣の陳氏が公室への納入分には小さな量（ますめ）を使い、民に施捨する際には、大き目の量を用いたとある。民が陳氏に心を寄せていた。後世、斉の公室が弛緩した折りに、陳氏がもし存続していたら、斉は陳氏の国となるでしょう、と宰相の晏子と斉王の対話が続く、
「なるほど。（そうならぬには）どうしたらよいか」
「礼のみがこれを阻止できます。礼に合していれば、私家の施捨が国中に拡大したりせず、民は移民せず、農も工商も仕事を変えず、士に失職なく官に怠慢なく、大夫が公室の利を吸収するようなことはおこりません」
「なるほど。我（じぶん）にはそれができなかった。礼によれば国が治まることが、今はじめて吾（わたし）にわかった」
「礼によれば国が治まるのは、ずっと昔から、天地開闢以来のこと。君が令すれば臣は恭（つつし）み、父が慈（いつくし）めば子は孝に、兄が愛（いと）しめば弟は敬（うやま）い、夫が和（なごや）かなれば妻も柔（やわら）ぎ、姑（しゅとめ）が慈めば婦（よめ）は聴（したが）う。これが礼というもの。君が発令して違わなければ、臣は恭んで命にそむかず、父が慈しんで教えれば、子は孝にして父を諌め、兄が愛しんで仲よくすれば、弟は敬って従順になる。夫が和かで義（すじ）を通せば、妻は柔らいで真直になる。姑が慈んで（諌めに）耳を傾ければ、婦は素直で婉（しとやか）になる。これが礼のすぐれた点です」
「なるほど、礼が尊重すべきものであることを寡人（わたくし）は今はじめて耳にした」
「先王が天地から継受して民を治められたもの（が礼）です。そこで先王は礼を尊重されたのです」（岩波文庫）
とある。礼を究め、それを国政に生かすには諸侯が如何にあるべきか、子産といい晏子といい名宰相といわれた大夫がそれを実践していたようである。

　昭公七年条に
　九月、公が楚から帰国した。孟僖子は礼儀の補佐ができなかったことを気にして、礼儀を学習し、礼儀に通じた人がいると、ついて学んだ。死に臨んだ際には、大夫を召してこう語っている。
「礼儀は人の根幹である。礼儀なくしては世に役に立つことができない。やがて孔丘なる人物が世に顕われんとしていると吾は聞く。・・・吾が死んだら、必ず説（えつ：南宮敬叔）と何忌（かき：孟懿子）とを夫人(そのひと：孔丘)に頼んで、弟子となって礼儀を学習させ、二人の地位を固めてやってほしい」（岩波文庫）
とある。魯の大夫として、孟僖子が孔子に求めたのは、儀の先生ということのみではあるまい。魯国においても礼の本質を体現できる人材が不可欠とされたのであろう。孔子は、述べて作らずの人であり、この知識人の伝統を引き継ぎ、切磋琢磨、更にそれを磨かんとされた。

　弟子が先生から学ぼうとした実際の礼の行為、儀のさまは郷党篇にみられる。
　礼は地位によって異なった。礼記の「王制」によれば、諸侯は公・侯・伯・子・男の爵位があり臣下は上大夫つまり卿・下大夫・上士・中士・下士の五段階がある。「曲禮」には、「刑不上大夫（刑免除）」とあり上大夫と下大夫では大きな違いがあった。朝廷では、下大夫には侃侃（かんかん）、ビシビシと言う、上大夫には誾誾（ぎんぎん）、堂々と言う、君主には踧踖（しゅくせき）、足をすくめて恭敬する、與與（よよ）、遅からず速からずゆったりとする。
「朝cháoして下大夫xiă dà fūと言ふは侃侃（かんかん）如（じょ）たり。上大夫shàng dà fūと言ふは誾誾（ぎんぎん）如たり。君、在せば踧踖（しゅくせき）如たり、與與（よよyŭ yŭ）如たり」（朝夕の朝zhāoは、cháoで朝す、朝廷の朝となる）

　君主への賓客を先導する場合である。実際の動きが分からない。顔色をひきしめ、そろそろと足を運び立ち位置まで先導し、双方が挨拶し贈り物を交わす。左が客側、右が主側か、どう向いて揖（ゆう、開いた手と握った手を胸の高さで合わせる礼）し、どう贈り物を渡すのか。その指図で身体のむきが変わるので衣裳を整えるのか。廟に案内する、階段から堂にあがり立ち位置を示すためか、さ～としかもつつしみ深く先走る。客が車に乗り終えるまで見送ると、さっと引き返し、客は振り返らず（満足して）帰られたと報告する。儀典の仕事の実務を学べば就職には有利であろう。
「君召（めzhào）して擯（ひん）せしむるに、色、勃如（ぼつじょ）たり、足jù躩如（かくじょ）たり。與（ともyŭ）に立つ所に揖（ゆう）して、手を左右にし、衣yīの前後、襜如（せんじょ）たり。趨（はし）りて進むこと翼如（よくじょ）たり。賓（ひん）退すれば必ず復命して曰く、賓顧（かえり）みずと」（足や足るzúは、jùで足の運びとなる）

　公門から宗廟に案内する。公門前では、鞠躬如（きっきゅうじょ）、身をかがめおそれ謹み、真ん中は君が進むので脇から入る。門を入ったところに君位（君が立つ位置）がある。門を進むに、閾（しきい）を履（ふ）んではいけない。閾は境となる横木のこと。位（君位）を過ぎるときには、君がそこに在（ま）すがごとく、顔色を緊張させ、そろそろと足を運ぶ。余計なことはしゃべらず、言葉足らずくらいがいい。齊（衣の裾）をかかげて堂に身をかがめ、息をころしてさ～と上がる。最上段を下るとは終わったのであろうか、満足気でにこやかに下る。階段を降りきると君位にさ～と戻り、足をすくめて恭敬する。
「公門に入るに鞠躬如（きっきゅうじょ）たり、容れられざるが如し。立つに門に中（ちゅうzhōng）せず、行（ゆxíng）くに閾（しきい）を履（ふ）まず、位（くらい）を過ぐれば色、勃如たり。足jù躩如（かくじょ）たり。其の言、足（たzú）らざる者に似、齊（しzī）を攝（かか）げて堂に升（のぼ）るに鞠躬如たり。氣を屏（おさ）めて、息（いき）せざる者に似、出でて一等を降（くだ）れば、顏色を逞（はな）って怡怡如（いいじょ）たり。階を沒（つく）せば、趨（はし）り進むに翼如たり。其の位に復すに踧踖如（しゅくせきじょ）たり」（齊、国名、「ととのえる」qí は、zīで衣の裾。）

　外国で使者を務める場合。圭（けい）は、説文に、「瑞玉なり」とあり、公は桓圭（かんけい）を執り九寸、侯（爵）は信圭を執り、伯（爵）は躬圭（きゅうけい）を執り七寸、子（爵）は穀璧（こくへき）を執り、男（爵）は蒲璧（ほへき）を執りみな五寸、諸侯が封じられた時に、地位に応じて持つ圭が決まる。圭を執るときは、背をかがめて、重そうにする。上げるときには揖（ゆう）するように、下げるときは授かるがごとく、高くとも胸より挙（あ）ぐることなく低くとも手渡す位置より下（さ）ぐることのないようにする。畏れ多くも候になりかわり敬意を伝えるものであり、気をひきしめ、おののくかのごとく、すり足のごとくに従う。享（きょう）は、献物、皮馬、錦繍、産物をさし、庭に陳列する礼。顔色ほのぼのとリラックスする。私覿（してき）は、非公式に覿（まみ）えること。顔色をなごませる。
「圭（けい）を執（と）りて、鞠躬如たり。勝（たshēng））へざるが如くし、上（あshăng）ぐるに揖（ゆう）するが如くし、下（さぐxià）るに授くるが如くす。勃如（ぼつじょ）として戰色（せんしょく）、足jù蹜蹜如（しゅくしゅくじょ）として循（したが）ふ有り。享禮（きょうれい）、容色有り、私覿（してき）、愉愉如（ゆゆじょ）たり」（勝shèngは、shēngで「～にたえない」となる。上下shàng xiăは、shăngで上げるxiàで下げるとなる、ただ現在ではxiăもxiàとなっている）
　衣服や食についても具体的に述べられる。弟子はそういう行為を見聞して学ぼうとした。これらの礼は孔子が定めたものではない。「述べて作らず」であり、「子、大dà廟に入るに、毎事問ふ。或（あるひと）、曰く、孰か鄹人の子（孔子のこと）、禮を知（しzhī）ると謂ふか。大dà廟に入り毎事問ふ。子、これを聞きて曰はく、是れ禮なり(八佾篇)」とあるごとく、孔子は大廟では毎回同じことを大廟の官に聞かれた。礼は知るのみではなく、行われなければならない。本来のあり方を確認し、実行し、何故そうなるのか、何故そうしなければいけないのか、その意義を汲み取ろうとされた。

　ところが、礼だ礼だというが玉帛（ぎょくはく）とその細則のことばかり、楽だ楽だというが楽器と楽理のことばかり、玉帛は天子が諸候に与える玉器と諸侯が帝に献上する帛、鍾鼓は楽器のこと。末節の議論の方がかしましいのは、いつの世でも変わりが無い。
「子の曰はく、禮と云ひ禮と云ふ。玉帛（ぎょくはく）を云はんや。樂（がくyuè）と云ひ樂yuèと云ふ。鍾鼓（しょうこ）を云はんや（陽貨篇）」

　上層部、魯の大夫の地位となれば、三桓氏とみていいだろう。上に居りながら寛容さがなく、八佾という天子の礼を行って敬しみがない、喪に服しているにもかかわらず、哀しみを表さない、言うて分かる人間ならかようなことはしまい。
「子の曰はく、上shàngに居り寛ならず、禮を爲して敬まず、喪sāngに臨み哀しまずば、吾何を以て之を觀るかな(八佾篇)」

　孔子が魯公に仕えて礼を尽くすと、人は孔子は魯公に諂っていると噂する。
「子の曰はく、君に事（つか）ふるに禮を盡くさば、人諂（へつら）ふと以爲（おも）ふなり(八佾篇)」

　先生、礼譲、礼により譲ることで国を治めるなどは、この下剋上の時代に無理ではありませんか、とでも弟子が質問したのであろうか。先生は、何ら問題はない。礼により譲ることで国を治めた堯や舜、文王を学ばなかったかね。どうして彼等にできて、今はできないのか？礼に問題があるのかね、それとも、それが行えない人に問題があるのかね。
「子の曰はく、能く禮讓を以て國を爲（おさ）むか。何ぞ有る。禮讓を以て國を爲む能はざれば、禮を如何（里仁篇）」

　女叔斉が魯の昭公は儀を行っているが礼を分っていないとした。つまり儀礼が形骸化をした時代であったようだ。高弟の子貢が形骸化した儀式をやめた。朔（陰暦の月のはじめ）を告（宗廟に報告）する祭事を告朔（こくさく）といった。生きている羊、餼羊（きよう）を犠牲として、朔の儀を行い民に月はじめを知らしめることは、大切な祭事であった。しかし、このような祭事をしなくても暦が知られるようになり、餼羊が供えられる形だけのものになっていた。
　周王朝は天文観測を行い翌年の暦を作製し、年末に諸侯を集めて、新たな歳の暦（カレンダー）を渡し、諸侯は年賀の挨拶を行い帰国して暦を、祖霊に知らせ、発布するという。その暦にもとづき、毎月始めにこの儀式が行われるのであるが、当時、魯公も出席しないままに形式的に行われるようになっていたという。ましてや、逼迫している公室の財政削減上からも子貢の決断は、平成の人間には至極当然に映る。孔子は苦言を呈した。
「子貢、告朔（こくさくgù sù）の餼羊（きよう）を去（なくqǔ）さむと欲す。子の曰はく、賜（し、子貢）や爾（なんじ）、其の羊を愛す、我は其の禮を愛す(八佾篇)」(告ぐgàoは、gùで告朔の告となる。去るqùは、qǔで取となる)
　孔子は魯の公室の衰微を懸念しておられた。天皇制を持つ我が国においては、孔子の気持ちが理解できるかもしれない。一般人に関係ない宮中儀式を止めれば何が起こるか。魯の公室はその礼を失い消滅したが、天皇家はその礼を平成の世に至り保ち、なお存在しつづけている。礼がその本質を失うということは、その礼により存在すべき主体が存在できなくなること、フランス革命によりルイ王朝の礼は失われ、その王朝が二度と復活しないごときものである。魯の礼が絶滅の危機に瀕するそういう危険性を孔子は懸念されたのであろう。
　
　これは国のみならず、人間においても同様であった。
　君に、ただ恭（うやうや）しく仕えれば、疲れるばかり。慎（つつし）んでおれば気持ちがこわばるばかりではないか。勇ましいつもりが乱暴になり、直言のつもりが悪口雑言ともなる。礼を欠くからだ。君子が親を大切にすれば民に仁の心が起こり、旧臣を大事にすれば、民の心も薄情でなくなるというだろう、と先生がおっしゃる。じゃあ、恭しくして疲れさせない「礼」とは何なのか、そんな気の利くマジックみたいな療法があるのですか。
「子の曰はく、恭（きょう）にして禮無くば則ち勞（ろう）す。愼（しん）にして禮無くば則ち葸（し）す。勇にして禮無くば則ち亂（らん）す。直（ちょく）にして禮無くば則ち絞（こう）す。君子、親に篤くば則ち民、仁に興（おこ）る。故舊（こきゅう）、遺（わす）れざれば則ち民、偸（うす）からず（泰伯篇）」

　思い切って、じゃあ礼の本質とは何なのですかと直截に質問をした弟子がいた。林放という。先生もこれには空いた口が塞がらない。これじゃ何を言ってもダメだ。そうだな、贅沢するよりは倹約を、葬儀は形だけにするのでなく心をこめてやりなさい。まずは、それができねば先はおぼつかない（礼の本質を問うとは立派な弟子であるという見解が主流であるが・・・）。
「林放、禮の本を問ふ。子の曰はく、大（だいdà）なる哉問ふこと。禮は其の奢（しゃ）よりは寧（むし）ろ儉（けん）すべく、喪sāngは其の易（い）よりは寧ろ戚（せき）すべし(八佾篇)」

　子夏も孔子の弟子。子夏が孔子に尋ねた。（女性の）にこっと笑うすずやかさ、白目にくっきりとした黒い瞳、（化粧をしない）素顔が“あや”をなすとはどういうことですか。孔子は、絵は素（生地）がよいと色や形が際立つと答えた。この言葉に子夏はひらめいた。禮も絵と同じだ、人も（素）質がよくないと機能しない。孔子は、いいことを言ってくれた、これなら一緒に詩を語ることができると悦ばれた。子夏によって詩経は伝えられたとされる。さすがに対応が違う。
「子夏、問ひて曰く、巧笑（こうしょう）倩（せん）たり美目（びもく）盼（はん）たり素（そ）を以て絢（あや）と爲す、何の謂ひなりや。子の曰はく、繪の事は素を後にす。曰く、禮は後か。子の曰はく、予を起すは商（子夏のこと）なり、始めて與（ともyǔ）に詩を言ふべきのみ(八佾篇)」

　鄭の国に子産という宰相がいた。左伝によれば、子産は、「都城の内外で住民に区別を設け、身分の上下で職務に区別を設け、田土には境界となる畔（あぜ）や灌漑溝を設け、農家の聚落単位に賦税を課した。忠実で控え目な大夫は、その意見を聴いて登用したが、奢って威張る者たちは（法に）照らして処罰した（襄公三十年：岩波文庫）」とある。政で導き、刑でもってそれを守らせる。一年目には子産は我らの衣冠を取り上げ、田に税をかけ、子産を殺す奴がおれば味方するという歌がはやり、三年たつと、子弟を子産が教え、田を子産が増やしてくれた、もし子産が居なくなれば誰が後を継いでくれようか、と変わったとある。法令を定め殖産興業を奨励するようなことが始められた。また、こうもある。「我が死ねば、子（あなた、大叔）は必ず執政の座につく。有徳者なればこそ寛大な政治で民を服従させられるので、次善の場合は厳格な方がよい。火は烈しいから、民は遠くから眺めて恐れ、従って焼け死ぬ者も少ない。ところが水は柔軟だから、民は軽んじて玩（もてあ）び、そこで水死者が多く出る。だから寛大な政治は難しいのだ（昭公二十一年：岩波文庫）」と子産は言い残して亡くなる。大叔は厳格に行う政治ができず、盗賊が横行するようになった。仕方なく、盗賊を全員殺す挙にでることで、小康状態を得たという。
　孔子は子産を称えるのではあるが、あくまでも、徳で導き、礼で秩序を守るべきとした。そうすれば人は恥を知り、自らを高めることができる、そういう政治はかつて行われた。夢物語でも非現実でもない、上には上が有る。
「子の曰はく、これを道（みちびdǎo）くに政を以てし、これを齊（ととのqí）うるに刑を以てす。民、免れて恥なし。これを道（みちびdǎo）くに德を以てし、これを齊（ととのqí）うるに禮を以てす。恥あり且つ格（いた）る(為政篇)」

　現在（孔子の時代）行われている大夫による政治、それを庶人が議論するということは、天下に道が行われておれば、ありえない。天下に道が行われておれば、政治の原則たる礼楽征伐は天子より発せられる。それが諸侯より発せられてこのかた、十代以上つづくことはなかった（夏王朝十七代約440年、殷王朝三十代約640年、周は孔子のころで630年くらい）。大夫の政治はせいぜい五代、陪臣となれば三代と続くことも稀である。孔家は諸侯も天子も凌駕し存続しつづけている。これに次ぐは我が国の天皇家となろう。大夫の礼は諸侯の礼に如かず、諸侯の礼は天子の礼に如かず。その礼の拠って立つところに、重大な相違があり、その礼の寿命もそこで決まる。
「孔子の曰はく、天下道dào有れば則ち禮樂征伐は天子より出ず。天下道無ければ則ち禮樂征伐は諸侯より出ず。諸侯より出ずれば蓋（けだ）し十世にして失（う）せざること希（すく）なし。大dà夫より出ずれば五世にして失せざること希なし。陪臣が國命を執り三世にして失せざるは希なし。天下道有れば則ち政は大夫dà fūに在らず。天下道有れば則ち庶人議（ぎ）せず（季氏篇）」

　若い子張という弟子がそこを突っ込んだ。
「子張問ふ。十世を知（しzhī）りへるや。子の曰はく、殷は夏の禮に因り、損益する所知（しzhī）りへる。周は殷の禮に因り損益する所知（しzhī）りへる。其れ或ひは周を繼ぐ者百世と雖も知（しzhī）りへり（為政篇）」
孔子は残存するものから、夏、殷、周の礼を比較し、損（停止された礼）、益（追加された礼）を検討された。どういう礼は停止させられ、どういう礼が追加されたのか、それは何に起因するのか、その結果何が起こったのか、夏以降これまで七、八十代を経ており、それを精緻に調べれば、この先百世を類推することもできよう。ただ残念なことに、
　「子の曰はく、夏の禮、吾はこれを能く言へるも杞は徴（しるし）とするに足（たzú）らず。殷の禮、吾はこれを能く言へるも宋は徴とするに足（たzú）らず。文獻足らざるが故なり、足（たzú）らば則ち吾能くこれを徴とせむ(八佾篇)」
孔子は夏の礼はこうであったと思っているが、その遺民の国である杞の国にその徴、つまり文献が十分残されていなく、証明できない。殷の礼もこうだと思うがその遺民の国である宋にきちんと文献が残されていない。孔子が少（わか）いころ、南宮敬叔をたきつけて周に老子を訪ねたという話が司馬遷の史記にあるが、老子は周の蔵室を管理していたとされ、周の礼、詩や書の現物をその目で確かめようとされたのであろう。

　礼を春秋時代の記述からたどってきた。形として行為となるものが儀、その行為を生みだす物の考え方が礼とされ、国のみならず人においても、そのおかれた立場で自ら立つことを重要視した。しかし、これとて、この時代特有のものといわねばなるまい。

礼の初といふものは、これ、飮食に始まる。　
　
　礼記、礼運によれば、人間が鬼神に飲食物をささげて仕え、死者を葬ることが礼の初めと考えた。
「禮の初といふものは、これ、飮yīn食shíに始まる。燔（や）いた牲肉、黍（きび）の醸酒、七体に割いた豚、酒甕に溜めたにごり酒を供へ、手ですくって飲yīnみ、土を運び木組をして設けた壇の土を敲（たた）き固めて歌う。かようなことでも、鬼神に敬（つつ）しんで仕へることになる。人が死ぬに及びては、殯（もがり）をする板屋の屋根に上り、皋gāo某mǒu復fù、（某のところに死んだ人の名をいれて叫ぶ、皋は高gāoに通じる）、高きところへゆかんとする某よ帰って来い！然る後に、飯玉し、生肉、包んだ魚、煮た肉を供へた。故に、天を望んで祭祀し、地に葬り匿（かく）す。體は地氣、魄（はく）は陰氣であり重く降る。知氣は霊魂、魂は陽氣、云は雲、鬼は死者の靈、軽く上に在る。靈魄は下に、靈魂は上に。故に、死者は幽（陰）に向かうべく北首、北枕とする。生者は南（陽）を向いて饗飲、饗食する。皆こうして初まったことに從ふ（禮運第九）」

　人間が火を使用し、煮たきし、布を織り、家をつくり、生を養い死を送るようになり、鬼神、上帝を祭り仕えるようになった。禮は示と豐からなり、示は台に置いた肉から血の垂れるさま、豐は丰（禾穂）を豆（たかつき）に盛る形、祭祀における神饌、供物の種類と並べ方からきている。
「昔し、先王、宮室を持たぬ時には、冬は、洞穴に住み、夏は、木の上に木を集めて巣を作り住んだ。まだ火を用ゐて煮炊きすることを知らず、生のまま草木の實、鳥獸の肉を食（くらsì）ひ、その血を飮yīnみ、その毛を貪り食（くらsì）ふた。まだ、麻（あさ）や絲(きぬ)も無く、羽や皮を衣（きyì）ていた。後に聖人が現はれて、火の利を脩めた。金属で型をつくり、土を合はせ、霊を降ろす高台、射儀場、宮室、木枠の窓、片開きの戸を作り、禽獣をまるやきにし、牲肉を燔（や）き、ものを烹（に）たり、火であぶり、醴酒（れいしゅ：甘酒）や酪製品を作った。麻や絲を紡ぎ、祭祀用の布や帛（しろぎぬ）を織った。そのようにして生を養ひ、死を送ることができるようになり、鬼神、上帝を祭り仕へ、皆そのはじめに從うた（禮運第九）」（食shíは、sìで「くらう」となる。衣yīは、yìで「きる」となる）

　水、酒、肉等を供え、音楽で神や祖先を迎え、もてなし、神と祖先と人が和合をする。これにより、君臣、親子、兄弟、上下関係に秩序をもたらし、夫婦が役割分担をし、天の福を受け継ぐことができるとした。
「故に、玄酒（水）は祭祀を行ふ室に置き、醴酒、醆酒（さんしゅ、少し澄んだ濁り酒）は室の戸に置き、堂上には粢醍（さいてい、濁り度が薄い酒）、堂下には澄酒（ちょうしゅ、清酒）を置き、犧牲を陳（つらzhèn）ね、鼎俎（ていそ）にお供えを盛り、琴瑟（きんしつ）、管磬（くわんけい）、鐘鼓（しょうこ）の楽人を列し、祝詞を脩め、上神と其の先祖の霊を降す。天上の神と祖先の霊を招来するために、祝嘏（しゅくか、祝辞）を奏して降ろし、水、酒、肉や鼎俎に盛られた料理、音楽でもてなす。神と祖先と人の和合、それが君臣を正し、父子を篤くし、兄弟を睦（むつま）じくし、上下の関係を秩序あるものにし、夫婦の役割分担をもたらす。是を天の祜（さひはひ、福）を受け継ぐと謂ふ（禮運第九）」

　先祖に呼び名を付け、水、酒、肉等で祖霊をもてなし、神、祖霊、人が合一し、祖霊に祝辞を述べる。これを礼の基本とした。
「（先祖を「皇祖」、牲牛を「一元大武」、稷を「明菜」と）祝號を作り、玄酒で清めて祭り、（太古の俗、まず、）血と毛を薦（すす）め、俎（そ）に生肉を盛り、骨付き肉を煮て、草を編んで作った敷物に君主と夫人が参坐し、目のあらい麻布を周囲に下垂して幕となし、よく澣（あら）った清浄な帛を衣て、戸に在る醴醆（れいさん、濁り酒）を獻じ、陳（つらzhèn）ねた燔炙した肉を薦める。君主と夫人が交互に獻じて魂魄を嘉（たの）します。これを、幽冥に神、祖霊、人が合する合莫（がふばく）と謂ふ。然る後に君主と夫人は退き、生肉を合はせて煮込み、犬豕牛羊の骨肉すべてを供し、簠簋（ほき、円器）、籩豆（へんとう、高杯）、鉶羹（けいかう、肉スープ用器）を充たし、祝人は孝子・・・、孝孫sūn・・・と孝を用ゐて祖霊に奏上し、祖霊への嘏詞（かじ、祝辞）には慈を用ゐて主人に告（つgào）ぐ。これを大祥と謂ふ。これが禮の大成である（禮運第九）」（陳「国名」「のべる」chénは、zhènで陣となる）

　孔子は、魯国が郊、禘の祭りをするのは周公あってのこと、現在は一介の諸侯であり、魯公が郊、禘を祭るは礼にかなっていない、ましてや、大夫の三桓氏が行うなど、筋違いも甚だしいと歎かれた。斉で舜の韶を聴いた話も、諸侯である斉の宮廷で奏すは僭越なことでもあった。
「嗚呼、哀しいかな。我、文王、武王、周公の道dào、周道dàoを觀るに、幽王（ゆうおう）、厲王（れいおう）の時代に至り、損（そこな）はれている。魯を舍（すshĕ）て、どこに適けばいいのか？魯が郊、禘を祭るは、周公の政（まつりごと）ありてのこと、諸侯である魯候の禮に非ざる。周公の政は、魯ではすでに衰へたり。杞の国で郊を祭るは、禹（天命を得た夏の始祖）の政ありてのこと、宋の国で郊を祭るは、契（天命を得た殷の始祖）の政ありてのこと。（しかし、もはや衰へたる。）郊祭は、天子が事（つか）へ守（まも）るべきもの。故に、天子は天地を祭り、諸侯は社稷（地神穀神）を祭るべきものである（禮運第九）」(舍shè は、shĕで捨となる)

　人間が他の生物とは異なり、火を用い、料理し、家に住み、衣服を着て、死者を弔う。神、祖先、人が合一して、それを祝福し、死者を悼む。人として生き、死を悼むことに礼のはじまりをみた。
　また、天の帝を祭ることができる者は天の命を受ける者、各土地の神を祭ることが出来るものは、その土地を治める者、祖先を祭るのはその子孫という具合に、祭られる主体と祭る主体が正しい関係を有することを重要視をした。
　人間が社会生活を営むにおいて、親子、夫婦、君臣という関係がうまれる。その主体を失うことなく、円滑に行う方法を礼にもとづく儀として、しきたりを定めた。
　しかし、春秋から戦国にならんとする世にあっては、堯や舜の世界ははるか昔のこと、周室は衰え、諸侯が覇者となったり、家臣が諸侯にとってかわる、士の身分のものが政権を牛耳るという社会変動が起こり、天子の礼では社会の維持が困難となっていた。それが基本となって、社会が運営されていることには変わりないが、そのままでは根本のところが成立しなくなっていた。

　孔子の晩年のころの魯公を哀公という。哀公は、孔子の弟子の宰我に杜（もり）について尋ねた。「言語では宰我と子貢」と称された宰我である。孔子に面と向かって自説を述べる弟子であり、手厳しいところがある。邦を建つには社を立つ、社は土地の神であり、杜（神木のこと）を神体とする。杜とする木は、その野の宜しきところの木を選んだ。夏を啓いた禹が后（きみ）と称され、夏后氏という。夏后氏は松とし、殷人は柏とし、周人は栗とした。定公六年（BC504）に、「陽虎（ようこ）はさらに定公・三桓とは周社で盟を交わし、国人とは亳（はく）社で盟を交わし、五父（ごほ）之衢（く）で（反対者への）詛（のろ）いを行った（春秋左氏伝下、岩波文庫）」とある。陽虎が政権を奪取したことを認めさせる盟である。魯には、周公を継ぐ君主や貴族のための周社と、それ以前からの土着の亳社（朝廷では挙行できない行事や裁判などが杜で行われた）があった。周社において、定公・三桓氏が陽虎に従う盟をさせられた忌まわしい記憶がある。民を戰栗せしむ場において、君主が戰栗せしめられた屈辱的な事件であった。
　父の定公が艱難辛苦されたことを知っているはずの哀公が下問される。今更杜を問う、何とこころもとない、あの事件をお忘れか？ズバリいまわしい記憶に触れた。これを聞いた孔子は、すでに成った事をもちだして、遂げられてしまった事を諌め、過去を咎めるようなことをしてはいけないと注意した。陽虎が周杜で諸侯の儀を真似たところでおのれ一代すら全うできかったではないか。
「哀公、杜（と）を宰我に問ふ。宰我、對へて曰く、夏后氏は松を以てし、殷人は柏を以てし、周人は栗を以てす。曰く、民をして戰栗せしむ。子これを聞きて曰はく、成事は説（とshuō）かず、遂事は諫めず、既往は咎めず（八佾篇）」

　春秋左氏伝においては、各国では宰相となった大夫達が、礼と儀は異なり、諸侯の礼の根本を明らかにせんとしていたことをすでにみた。陽虎に誘われた孔子であるが、決定的な相違があった。まだ、駆け出しの頃、定公が孔子に下問というか、君は臣を使（shĭ）い、臣は君に事（shì）す、そういうことだろうと念をおすと、孔子の答えはこうであった。君主が家臣を使うといっても、双方が主体を失わないようにすることが大事であり、それは礼にもとづくものでなければいけない。礼を欠く君主であれば、家臣はどうして忠の気持ちを持つことが出来ましょう。君が礼を欠き、道に違うなら、臣はよく仕えることはできず、ついには去ることになりましょう。
「定公、問ふ。君臣を使（つかshĭ）ひ、臣君に事（つこうま）つるは如何？孔子、對へて曰はく、君臣を使（つかshĭ）ふに禮を以てし、臣君の事つるに忠を以てす（八佾篇）」
孔子世家によれば、魯の季桓子（大夫)が斉の美女楽団にかまけて、朝廷に三日来ず、郊祭のあとの肉を大夫に配らない、孔子はこれでは礼は行われないと、魯を去ることになったとある。
「桓子、卒（つひ）に齊qíの女樂nü yuèを受け、三日政を聽かず。郊すも、又、膰俎（はんそ）を大夫に致さず。孔子遂（つい）に行（さ）る」

　管仲は斉の桓公を覇者とした名高い宰相である。管仲がさような功績を挙げたのは礼にもとづいたからであろうか？孔子は、管仲が君主が備えるべき施設（門の目隠しの植樹、諸侯が好（よしみ）をなすときに献杯の杯を置く台）を備えていることを取り上げて、管仲が礼を心得ているというなら、礼を知らない者なんぞあるものかと皮肉った。
「子の曰はく、管仲の器小なるかな。或、曰く、・・・管仲禮を知（しzhī）るか。曰はく、邦君、樹（じゅ）して門を塞（ふさ）ぐ、管氏、また、樹して門を塞ぐ。邦君、兩君の好（よしみhăo）を爲すに反坫（はんてん）有り、管氏、また、反坫有り、管氏にして禮を知（しzhī）れりとなさば、孰か禮を知（しzhī）らざる（八佾篇）」

　孔子は何度も衛で仕官を試みているが、これは、ラストチャンスとでもいうべき場面であった。衛の霊公が亡くなり後継者問題がもちきりとなった。太子（世継ぎ）の蒯聵（かいかい）は、かつて、不倫をする母の南子（なんし）を殺そうとして、失敗して亡命しており、靈公は弟の公子郢（えい）を後継者としたが、これを拒んだ。靈公亡き後、南子も郢を推すが郢は頑として受け付けない。人々は蒯聵の嫡男輒（ちょう）を推した。蒯聵、郢、輒だれが後継者となるべきか、子路は、孔子が輒を補佐し、政治を行うことを期待していた。弟子の冉求は計りかね、こういうことを聞き出すのがうまい子貢に頼んだ。子貢は、一計を案じた。「先生、伯夷と叔斉とは・・・。」「古（いにしえ）の賢人のことだろう。」「怨みましたか。」「仁を求めて仁を得た、何を怨むことがあろう。」この対話で子貢は、先生はどちらにも関わる気がないと判断した（述而篇）。まるで禅問答である。先生がもし伯夷と叔斉が怨まずと申されるなら、関わることはない、もし、怨んだと申されるなら関わるつもりだとふんでいたようだ。子路の対応は違っていた。
　司馬遷は、霊公が老いて政治を怠り、孔子を用いないので、孔子がもし私を用いるなら、一年、いや三年で立派にしてみせようにと嘆き、衛を去ったと記している。子路は、これが晩年の孔子のラストチャンスとばかり、誰を推し、何に手をつければいいのか、と孔子に出仕を迫った。
　孔子は、まず最初に名を正せという。子路は先生のなんとまどろっこしいことか、名とは何を正すのですか？何と優柔不断、先方も先生の補佐を望んでいる、さっさと輒を選べばいい、とくってかかった。由とは子路のこと、なんとせっかちで品のないことか、孔子は続けた。蓋闕如たれ（がいけつじょ、欠けたまま蓋をしておく）、分からない事は欠けたまま蓋をしておきなさい。三者とも欠けるところがあり、誰が正しいのか分からない。名が正しくなければ、言（ことば）は従わないし、事は成就しない、成就しないものに礼楽は起こらない、そんな者が刑罰を執行すれば、適正なことが行われず、民も安心して事に当たれない。君子は名をつければ、それは口にできるもので、言えば必ず行うことができるものでなくてはならない。言ってできないようなものはそのままにしておけ。子路は輒（出公）と決めて、補佐を行い、それがもとで命を失うこととなる。この三人誰が後継者となっても礼楽は起こらないと孔子は判断しておられたことになろう。
「子路が曰く、衛の君、子を待ちて政を為さば、子、將に奚（なん）ぞ先にせん。子の曰はく、必ずや名を正さんか。子路が曰く、是れ有るかな、子の迂（う）なり。奚ぞ其れ正さん。子の曰はく、野（や）なるかな由や、君子は其の知（しzhī）らざる所に蓋闕如（がいけつじょ）たり、名正しからずんば則ち言順（したが）はず、言順はずんば則ち事成らず、事成らざれば則ち禮樂興らず、禮樂興らずんば則ち刑罰中（あたzhòng）らず、刑罰中（あたzhòng）らずんば則ち民手足zúを措く所なし。故に君子これを名づくれば必ず言ふ可きなり。これを言へば必ず行（おこなxíng）ふ可きなり。君子は其の言に於いて茍（いや）しくもする所なきのみ（子路篇）」（中zhōngは、zhòngで「あたる」となる）

　孟武伯の御者で、孔子の御者を兼ねていた弟子を樊遲（はんち）という。樊遲に物を申しておけば、孟武伯にも話が通じる。樊遲が農業について孔子に質問をしたことがある。魯は裕福な邦（くに）ではない。孟武伯が、農業を盛んにすれば、魯にも人が寄って来ると云うのを聞いていたのであろうか。お前の先生は農業をどう考えているのかとでも聞かれたのか。車の運転は得意であるが、農耕は慣れていない樊遲である。思い切って先生に聞いてみた。農業を教えて下さい。なにせ、孔子はなんでもでき、なにをやらせても上手であった。農業は稼と圃があった。稼は耕し種を蒔き収穫すること、穀類が念頭にあり、圃は果樹や菜を植え育てることである。すると先生は、それは老農、あるいは老圃の方が詳しいのでそちらに聞いてくれと申された。
　樊遲は、さっさと退出をした。「先生は詳しいのに何故教えてくれませんか」とか何か切り返すでなし、あまりの割りきりのよさに、先生の方があっけにとられた。そこで先生が申された。他の弟子にぼやかれたのかもしれない。それで納得するくらいならわざわざ聞く事もなかろうに。民は上の者をよく見ている。礼をもって対応する者を敬い、義を好む者に従い、信ある者に情を寄せる。そういう君主のもとで暮らしたいと一族郎党を引き連れてやってくるだろう。人を集めるのに、どうして農業に頼ることがあろう。
　「樊遲（はんち）、稼（か）を學ぶを請ふ。子の曰はく、吾、老農に如かず。圃（ほ）を為すを學ぶを請ふ。曰はく、吾、老圃に如ず。樊遲、出ず。子の曰はく、小人かな樊須なり。上shàng、禮を好（このhào）まば則ち民敢（あへ）て上shàngを敬せざる莫く、義を好hàoまば則ち民敢て上shàngに服（したが）はざる莫く、信を好hàoまば則ち民敢て情を用ゐざる莫（な）し。夫（そfú）れ是の如くせば則ち四方の民其の子を襁負（きょうふ、子供を背中にくくりつけ背負う）して至らむ。焉（いづくんyān）ぞ稼を用ゐむ（顔淵篇）」（夫子、大夫の夫fūは、fúで「それ、かの」となる）

　孔子の礼とは何か。顏淵（回）はため息をついて言った。先生を見上げると、どんどん高くなってゆく。割って中を見ようと思っても堅くて割れない。前で話しておられたかと思うと、いつの間にか、後ろで聞き役に回っておられる。季節が順々と巡るように、人を善に導き、詩や書によって人間の幅を広げ、礼によって筋道を通される。もう学ぶことを止めようと思っても止められない。私はわが才の限りをつくしてその後を追ってきた。その立たれる所は超絶しているかにみえる。追いつこうと思うが残念ながらどうしようもない。先生の礼は、子産や晏子の礼とは大きく違っていた。
「顏淵、喟然（いぜん）として歎じて曰く、（先生を）仰げば彌（いよ）いよ高く、鑽（き）れば彌いよ堅し。瞻（み）るに前に在れば忽焉（こつえんyán）として後に在り。夫子fū zĭ、循循然（じゅんじゅんぜん）として善く人を誘ひ、我を博むるに文wénを以てし、我を約すに禮を以てす。罷（や）まむと欲ふも能はず、既に吾が才を竭（つく）す。立つ所有りて卓爾（たくじ）たる如し。從（したがcóng）はむと欲ふと雖も、由（よ）る末（な）きのみ（子罕篇）」

　顏淵が仁を問うた。克己し復礼す（己に克ち礼に復「かへ」る）。己は、喜怒哀楽に泣きもすれば笑いもする、己は千変万化、その時、その時に揺れ動いている。しかし、己を己たらしめているものがある、それが礼である。ソクラテスが「汝自身を知れ」というデルフォイの格言をそのモットーとされた。復礼とはそれと同じことになろう。己を己たらしめているものによって立つ、それは、自ら体得する他は無い。目とは細目のこと、具体的にはどうすればいいのですか、と顏淵が問う。孔子はこう申された。
「顏淵、仁を問ふ。子の曰はく、己（おのれ）に克（か）ち禮に復（かへ）るを仁と為す。一日己に克ちて禮に復（かへ）れば、天下仁に歸（きguī ）さむ。仁を為すは己に由る、而して人に由（よ）ろうか。顏淵曰く、其の目を請ひ問ふ。子の曰はく、禮に非ずんば視ること勿れ、禮に非ずんば聽くこと勿れ、禮に非ずんば言ふこと勿れ、禮に非ずんば動くこと勿れ。顏淵曰く、囘、不敏と雖も請ふ、斯の語yŭに事（つこうま）つらむ（顏淵篇）」（語yŭは、yùで～につぐ）
視ている主体は何か、聴いている主体は何か、言っている主体は何か、動いている主体は何か、
汝を汝たらしめているものがあろう、
汝自身を知れ、
汝自身を生きよ。顏淵は先生の言をたたき込み、指針とした。
地位もなし、身分もなし、「有教無類」。
先生が立たれた所は超絶していた。


時に之を習ふ

　shí xí zhī時習之、「禮に非ずんば視ること勿れ、禮に非ずんば聽くこと勿れ、禮に非ずんば言ふこと勿れ、禮に非ずんば動くこと勿れ」とあった。同じことを色々な方法で試し、体得するまで習うことをいう。之とは学んだこと。
　子路はお聞きしたことが実践できないと、そのうえまた聞くことを恐れた。一つのことを体得するまで次のことを聞かないようにした。時有錯というのはいつも間違いをすること。従って、「時」は「いつも」「つねに」のニュアンスがあり、常習之とでもなろうが、時習之である。
「子路、有（yǒu、お）聞きして未だこれ行（おこなxíng）ふこと能はざれば、唯、有（yòu、また）聞くことを恐る（公冶長篇）」（有yǒu は動詞の前において謙譲をあらわす。有労は、ご苦労様。有yòu は、又yòu「また、重ねてまた、～してはまた、その上また」に同じ）。
　四時というと四季のこと、時には季節の意味がある。畑を耕す時、種を蒔く時、草を引く時、収穫の時と、やるべき時にやるべきことをし、時が熟さねば実りは期待できない。学習もこれと同じで、やるべき時にやるべきことをやる、機が熟せば体得できる。そういうニュアンスも込められ、時が選ばれたのであろう。

　時shíは平成の人間にとっては、時間であるが、詩の世界、大雅、緜（めん）では、「ここに止まりここに時（を）る」で止zhǐと同義、書の舜典では、「百揆時（これ）叙（じょ）す」で是shìと同義。堯典の「敬（つつし）んで民に時を授く」、論語、衛霊公篇の「夏の時を行ふ」は農事暦（白川静、字統）とある。学而止習之なら、学んで立ち止まってこれを習う。学而是習之なら、学んでここにこれを習うとなる。音や声が現在では異なっているが、詩や書の世界では、時、止、是は通じていたのかもしれない。時は寺と日からなり、寺は之と寸（手）からなり、手に持つ、金文では、寺は持の初文、保つ、待つの義に用いられたとある（字統）。ならば、時は日の出から日の入りまで日のたもたれていること、その日がぐるぐる廻り（一年を経て）、同じ日が戻って来るのを待つことであったかもしれない。
　春秋左氏伝（左伝）においては、「命を守り共にこれを時つ、之を信と謂う」これは保つこと。「天の威を畏れて、時（ここ）に之を保つ」「於（ああ）鑠（うつく）しきかな王の師、遵いて時（こ）の晦（くら）きを養ふ」これは是。「禮以て時に順ひ」「時順ひて物成る」「時に民を用ゐて、欲時を犯すこと無し」「田するに時を以てす」これは農事暦、四時となる。「神之に福を降して、時に災害無し」「晉の百役に、我が諸戎と、時に相繼ぎ」これは常であるが、「時ならざるを書すなり」「時の禮あるを書すなり」「此を時と爲す」「以て時を待たん」「瓜の時にして往く」「時は、事の徵なり」「何れの時ぞ」「必ず是の時ならん」「唯時を知ればなり」など、時間、時節、時宜というイメージで用いられることが圧倒的に多く、この義が流通していたことになる。

　論語においては、衛霊公篇15の「夏の時を行ふ」は上にみたごとく農事暦であった。「使民以時」という学而篇5も農事暦、四時における農繁期、農閑期を心得て民を用いること。郷党篇8の「不時不食」は食事の時間以外は食べない、時節に合わないものは食べないとされる。
　郷党篇18の「山梁雌雉、時哉、時哉」山の橋に居る雌の雉についての表現であるが、雉が時宜を得ている、状況を心得ているとするが、何をどう心得ているのか、それで、何を言わんとしているのかは、よく分からず異説が多い。皇侃（おうがん）は、「雉が逍遥として時と所を得ている、人は乱世に遭（あ）へば、翔（ひるがへ）りて集（いは）むも所を得ず、時も失ふ。しかし、雉は十歩して一啄し、百歩して一飲、まことに時を得ている。」とした。孔子のころは乱世、バタバタ飛び立ち、徒党を組んで集まるが、所を得ず時も失う、孔子の一行とてその例に漏れず。しかし、雉は心得たものというのは、孔子を揶揄する隠者のごとき観点とみえる。
　憲問篇14の「夫子時然後言人不厭其言；夫子、時にして然る後に言ふ、人其の言を厭（いと）はず」。これも言うべき時をよく心得ている、ここぞという時に言ってくれるので人が嫌がらない。

　論語の最後に堯曰篇がある。そのはじめは、おそらく孔子が弟子達に教えていた書（経）のさわり、堯や舜に関する言い伝えである。
　堯は飢えている人がいれば、わたしのせいで飢えている、寒さにふるえる人がいれば、わたしのせいで着るものがない、罪を犯すものがあれば、そのものを犯罪に追いやったのはわたしだと考える帝とされる。殷の時代のはるか昔のこと、先にみた淮南子によれば、堯の時に十個の太陽（殷も十個の太陽とした）が一度に現れ、大変な日照りに苦しんだという。1個の太陽の日照りでも大旱魃に苦しむに、十個となれば想定外の想定外。怪異が人を食う、大風などの災厄に悩み、堯は弓の名手の羿（げい）を用いて、九個の太陽を射落しめ（太陽の中の烏「カラス」を射る）、怪異をも射殺せしめ、平常生活を回復した功により、王となったという。
　舜は庶人であったが、桁外れた親孝行者で、父や継母やその子が舜の財を奪い、殺そうとしたが孝を尽くし、何処へ行って何をやらしても体得し、その地の人々をまとめて豊かにした。堯は舜に色々と試練を与えるが舜はそれをくぐり抜け、堯は舜を後継者とした。しかし、それは堯の個人的判断のみではなく、天の曆數に記されていたという。
　平成の人間には信じ難いことばかりであるが、天には帝王の順序を記した表があり、堯の次が舜と記されていたという。それはおかしいと思う人は、「中を執る」ということに注目し、中とは仲で、春分、秋分、夏至、冬至の四仲という。殷で、中を立つ、とは観測用の旗竿を立てること。その元に竹の簡（ふだ）のめどき、筮竹（ぜいちく）が置かれ、天体の運行がこれに記録される。これを天の歴数とした。どうやら、四仲、暦を管理することを王朝の基本とみ、これが行はれなくなれば、四海（地の果て）のものまで皆困窮する。天のもたらす恩恵が受けられなくなり、十個の太陽で壊滅的な打撃を被るようなことになるとみた。天は恩恵のみならず災厄ももたらす、天にはそういう主体がある、その主体が基本的には地上の王を決めており、その意向を受けて堯が舜に「中を執」らせたと考える。
　十個の太陽による大旱魃の反動は、大雨となり天から滝のごとく落ちてくる雨は丘を越え、山を越え天に流れ出るほどすざまじかった。大洪水である。その水を川に導き、川を海に導き、大地を回復させる功があったのが禹であった。舜も禹に中を執らせた。
「堯の曰はく、咨（ああ）爾（なんじ）舜、天之曆數（れきすうshù）爾が躬（み）に在り。允（まこと）に其の中zhōngを執れ。四海困窮せば天祿永く終へん。舜も亦以て禹に命す（堯曰篇）」
　
　しかし、ここからは様子が異なる。禹は功のある有徳の人物ではなく、子の啓を後継として夏王朝が生まれた。夏王朝は17代つづき桀王の時、殷の湯王により滅ぼされる。履は湯王の名である。王朝には固有の色があり、玄（黒）は夏、白が殷、赤が周の色とされる。玄牡（黒牛）を犠牲にして天帝を祭るとは、湯王が桀を討ったものの、敢へて夏の礼を以て祭祀を行った、夏の家臣として帝を祭ったことになる。
　武力によって夏王朝を倒したのは、私、履であることは明明白白、隠さず申し上げます。もし桀を討ったことに罪が有るなら、敢へてお赦しいただくことはありません。天の帝が臣をかばう筋合いはございません。お決めになることは帝のみ心に在ります。わが身に罪が有るのであれば、万民に罪が及びませぬように。（圧政に苦しむ民の声を受けて桀を倒した）もし（それを求めた）万民に罪が有るなら、その罪はわが身に在るからです。
　殷も夏と同じく、その子を後継者とした。ただ、すでに見た如く、殷では十日毎に上帝に地上の帝が伺いをたてるという形をとった。上帝の直系、地上の帝は現人神である。かくなれば、地上の帝は上帝の子であり滅びることはないはずであった。しかし、30代紂王のとき、周の武王に討たれた。（夏、殷の前に堯や舜という聖人による禅譲の政治があったというのは順序が逆の感がある。）
「曰はく、予れ小子、履（り）。敢へて玄牡（げんぼ）を用ゐて、敢て昭（あきら）かに皇皇（こうこう）たる后帝（こうてい）に告（こくgào）す。罪有らば敢て赦（ゆる）さず、帝臣蔽（かく）さず。簡（えらぶ）こと帝の心に在り。朕が躬罪有らば、萬方（ばんほう）を以てすること無かれ。萬方に罪有らば、罪は朕が躬に在り（堯曰篇）」

　ここからは殷の湯王の苦しい胸の内とは異なる口調となっている。天は周に賚（たまもの）をもたらされた。天が多くの善人を周にもたらし、親戚といえども天のもたらす仁人におよぶべくもない。これは、天が周を選ばれたということではないか。もし百姓（百官）に過ちがあるならば、私一人にある。私とは誰か記されていないが武王とされるようである。
「周に大（おほdà）いなる賚（たまもの）有り。善人是れ富めり。周親有りと雖も、仁人に如（し）かず。百姓（ひゃくせい）過（あや）まち有らば、予一人に在り（堯曰篇）」
　周は殷のごとき上帝の直系の地上の帝なる考え方を踏襲しなかった。民の安寧を害する王の天命は尽き、新たに、民の安寧を実現する王に命が下されるとした。これは王権に大変な緊張感をもたらし、周は子孫に命を失えば滅びるという固い戒めを文字化して残すことになった。

　周公は周の武王の弟で、武王の子、成王を補佐し、子孫を戒めた。物見遊山、安逸、遊興、狩にふけってはいけない、万民と苦楽を共にせよ。殷の紂王が酒池肉林にふけったことが過ちであり、民からも天からも見放されたことを肝に銘じよ。
「周公曰く、鳴呼（ああ）。今より继ぐ嗣王、則ち其れ観に、逸に、遊に、田に淫する無く、萬民と以（とも）に惟れ正を之れ供せよ。今日耽楽せんと曰ふ皇（いとま）無かれ。乃ち民の訓（したが）ふ攸（ところ）に非ず、天の若（したが）ふ攸に非ず。時（こ）の人丕（ここ）に則（おい）て愆（けん、過ち）有り。殷王受の迷亂して、酒德に酗（よ）ひしが若くする無かれ（書経、無逸）」

　中を執るという世界、上帝の意向を最優先させる、甲骨の卜占が主体となる殷王朝と、天の賚を受けんとする世界、天の意を「易（えき）」により知ろうとする周王朝の差となった。その差の由って来るところをこう考えた。
　天の意は民の安寧をはかることという考えを周は持ち込んだ。それは具体的にはどういうことをいうのか。まずは、權量を慎めとある。權は重さを計る秤、量は「かさ」を計る枡である。これを公平にする。税収には大きな權量を用い、支出には小さな權量を用いることはやめる。次に法度を明確にする。法はきめごと、度は長さ、法度をだれにもわかりできるようにする、上の「万民と以（とも）に正を行う」ことを意味しよう。
　廢れた官を修復する、伝説によれば、天と地はかつて往来ができ、山を越えた水が天に溢れ出ることもあった。しかし、黄帝のとき、神、人、怪異が入り乱れて、天上天下に大騒乱が起こり、帝が重黎に命じて、天地の交通を遮断させたという。以降、大旱魃、大洪水に苦しみ、暦が分からなくなってしまっていた。堯は、天文観測をして暦をただす官に羲和を命じ、暦を修復した、このことをさすのかもしれない。その暦を四方に普及させ農時があきらかになり、政治も安定するようになった。
　滅びた國を興し、絶へた世を繼がしめ、逸民を舉げる。周は、殷の後を宋として殷の賢人であった微子を登用した。国を失った人々のよってたつところを回復する、かくて天下の民は周の政治に心を歸した。
　政治で重要なことは、まず民の安寧、食（民に農時を教え農耕に勤しませる）、喪（死者を丁重に葬る）、祭（祖神、祖先を祭祀する）をはかることとした。
「權量を謹み法度を審（つまひらか）にし、廢（すた）れたる官を修むれば、四方の政行（おこなxíng）はる。滅びたる國を興し、絶へたる世を繼き、逸民を舉ぐれば、天下の民、心を歸（きguī）す。民に重ずる所は食shí、喪sāng、祭jì（堯曰篇）」　
周は殷とは異なり、天の意をこのようにとらえ、その意に違わぬことが天命を失わぬこと、それを礼の基本においたのであろう。孔子はこれを受け継いでおられる。しかし、春秋時代となると、覇者が現れ、その礼は過去のものとされ、基本的には、国を富ませ強い兵を組織し、力と法により、天下を統一する方向に動いていた。それ故、孔子が目指された礼は、今更、文王でもあるまい、と諸侯には敬遠されてしまった。

　天の意、天命ということになる。孔子が匡という邑に立ち寄った時、匡人は孔子を陽貨と思い、かつて陽貨に酷い目にあわされたことから、仕返しをしようとした。その時、孔子は、自分には周の「文王の文」が宿っている。私を失えば、後世の人はそれに預かることができなくなる。天が未だかつて文を失ったことはない、天が私を失うことはない、だから匡人も結局は何もできまい、と申された。かの文王の文はここ、私にある。孔子は文王を受け継ぐ者という自覚を持っておられた。
「子、匡（きょう）に畏（おそは）る。曰はく、文王、既に沒し、文（ぶんwén）茲（ここ）に在（あ）らずや。天の將に斯の文を喪（うしなsàng）ふや、後死の者、斯の文に與（あづかyǔ）るを得ざるなり。天の未だ斯の文喪（うしなsàng）はざるに、匡人、其は予を何如せむ（子罕篇）」（喪はsāng であるが、sàngで喪失することになる。文wénは、wènで「かざる」となる）
　孔子が言う天は、周が奉じた天、その天が私に徳を授けた、とも申された。桓魋（かんたい）という宋の司馬（軍事の官）に殺されかけた時の言である。軍人が殺そうというのであるから、非常に危険であった。天が徳を授けた私をここで殺させるはずがない、ということだが、よく助かったものである、しかし、これにより、孔子は天命を得たる者として評判が高まり、仕官先を得たということにはなっていない。
「子の曰はく、天、予に德を生せり、桓魋、其れ予を何如（述而篇）」

　学而時習之、詩と礼をみてきたが、その範囲は、家庭のことから仕事場、天下国家まで、火を用いる前の人間から民の安寧の実現に天命を見る人間まで及んでいる。つかみどころに窮する。


亦説ばしからずや

　説はshuōで言う、話す。shuìで説得する、説き伏せる。すでにみたごとく説が悦をかねており、yuèであった。不亦説乎bú yì yuè hūと読まれる。では、何が悦なのか。
　先に子夏が、孔子に「繪事後素」と言われ、「禮後乎」と答えた対話をみた。抱き続けた疑問は、孔子の一言で、ピンとひらめいた。このことだ！子夏の心は弾んだ。それを聞いた孔子も頬がゆるんだ。
　子貢にも同様の対話が有る。子貢はかつて貧しかったが、諂（へつら）うことをしなかった。投機に成功して今は孔子一行を財政的に支えるほど金を儲けたが、決して驕ることがない。子貢が、その境地に辿りついた経緯はわからないが、言うに易く、行うに難い、真似のできることではない。先生、貧しくとも諂わず、富ても驕らない、いかがなものでしょう（たいしたものではありませんか）、と聞いてみた。先生は、それもいいが、貧しくても楽しむ、富んでも礼を好む者にはかなうまい、と申された。上には上がある。そうか！詩にある切磋琢磨はこれをいうのだな、と子貢が応じた。山といえば川、往といえば来。打てば響くとはこのことである、先生もにっこりとされた。
「子貢が曰く、貧しくして諂（へつら）ふなく、富みて驕（おご）るなし。何如。子の曰はく、可なり。未だ、貧しくして樂lèしみ、富みて禮を好hàoむ者に若（し）かざるなり。子貢が曰く、詩に云ふ、切すが如く、磋（さ）すが如く、琢（たく）すが如く、磨（ま）すが如し。其れ斯の謂ひ與（かyú）。子の曰はく、賜や始めて與（ともyǔ）に詩を言ふべきのみ。諸（これ）に往を告（つgào）げて來を知（しzhī）る者（学而篇）」（與yǔ「ともに」、「あずかる」は、yúで「～か」となる）
　先生はこう申されていた。心がもんもんとはりさけそうになるから啓（ひら）かれる、それを吐き出そうとするから言が発せられる。四角の一隅とすれば残りが三隅ある、一隅をとり擧（あ）げれば、それで分かった気になる者が多い。どうして、残りの三隅を考えて、質問を反（かへ）してこない。さもなくば「復」、問い返す気もおこらない、それまでだな。悦とは時習之、憤し、悱して、ふと習得できたときのうれしさである。
「子の曰はく、憤（ふん）せずば啓（けい）せず。悱（ひ）せずば發せず。一隅を擧（あ）ぐれば以て三sān隅を反（かへ）さずば、則ち復（かへ）さざるなり（述而篇）」
逆に、悦ばず、というのもある。

　政事では、冄有（冉求）・季路（子路）と称された冉求との対話である。政治手腕を買われて季康子の宰となった冉求に孔子は苦言を呈した。季氏が泰山で臨時の大祭をするという。泰山は、周が諸侯をひきつれ天命を享けたことを祭祀した天下の名山である。後の封禅の儀（封：泰山の頂に土を築いて壇を作り天を祭り、天の功に報いること。禅：その泰山の下にある小山の地を平らにして、地の功に報いること）である。天子の礼の真似ごとを季氏が行うなど魯を辱めることになる。孔子は冉求を通じて止めさせようとした。しかし、冉求はできないと止めなかった。孔子は、季氏の祭祀をうけた泰山（の山の神）が、あの林放より「うつけ」ということになるぞと嘆息された。林放とは、孔子に礼の本質は何かと問い、何と大仰な奴かとあきれられた弟子である。
　冉求は孔子の意向が分からない訳ではない。先生の道をよろこばないわけでもない。私の力が足りないのですと、言い訳をした。すると先生は、こう申された。力が足りないというのは、自分にはできないとして、道半ばでやめてしまうからだ。
「冉求（ぜんきゅう）が曰く、子の道dàoを説（よろこyuè）ばずに非ず。力、足（たzú）らざるなり。子の曰はく、力、足（たzú）らざる者、中zhōng道にして廢（や）む。今、女（なんじrŭ）、畫（かぎ）れり（雍也篇）」
　冉求にしてみれば、それを諌めて聞くような耳を季氏はもっておらず、職を辞さねばならないことは目に見えている。それは季氏のみでなく、この時代の現実、趨勢じゃありませんか。政治は現実を無視できません、私が自分の限界を飛び越えたとしても、先生が言われても無理なことを、正せるわけがありません、土台無理なことです、とでもなろうか。
　孔子は、かつて、孟武伯に問われて、冉求は仁者とは言わないが、宰なら十分に務まると推挙していた。冉求が季康子のときに宰となった遠因である。
「求（冉求）や、千室の邑（ゆう）、百乗（じょうshèng）の家、これが宰（さい）たらしむべし、其の仁を知（しzhī）らざるなり（公冶長篇）」（乗るchéngは、shèngで戦車となる）
　ただ、孔子は釘を刺しておられた。季氏の一族としか分からないが、季子然が子路と冉求は大臣が務まるかと孔子に聞いたことがあった。孔子は、本来大臣たるもの、道をもって君主に仕え、君主が道を以て行うならば仕えるが、そうでなくば止めるべきという論者である。二人とも大臣じゃない、具臣、道にはずれていても仕える、と答えた。じゃ私の言う事に従ってくれますねと季子然がいうと、父や君を弑する手伝いまではしませんよ、と孔子は皮肉っている。子路や冉求は、名を正すということより、現実と向き合い物事を処してゆくタイプであった。
「季子然問ふ。仲由、冉求は大dà臣と謂ふ可きか。子の曰はく、吾、子を以て異なるを之問ふと為す。曾（すなは）ち由と求とを之問ふ。所謂る大dà臣は、道dàoを以て君に事へ、不可なれば則ち止む。今、由と求や具臣と謂ふ可し。曰く、然らば則ち之に從（したがcóng）はむ者か。子の曰はく、父と君を弑せむには亦從（したがcóng）はざる（先進篇）」
　冉求は季氏のために税収を計り富ました。当世流の政治手腕を発揮したといえよう。季氏は流石は孔子の弟子と喜んだのかもしれない。孔子は、冉求はもう弟子ではない、お前たち大声でその非を鳴らしてよい、とまで叱責することとなる。
「季氏、周公より富めり。而して求やこれが為に聚斂（しゅうれん；多額の税を取り立てる）してこれに附益（ふえき）す。子の曰はく、吾が徒に非（あらざる）なり、小子、鼓を鳴らしてこれを攻む可きなり（先進篇）」
　冉求は後にみるが、複雑な立場にあった。

　孔子は、自分を用いる諸侯を求めて容れられず、14年に亘り放浪をされた。匡では陽貨に間違われ危ない目に合い、宋では桓魋に殺されそうになった。平穏な出仕の旅ではなかった。
　先生が陳に居られた時、吾黨の小子の所へ帰ろうと言いだされた。吾黨とは曲阜近郊の黨。五家を比、五比を閭（りょ）、四閭を族、五族を黨、五黨を州、五州を郷と云い、黨は五百家、郷黨と云う。そこで教育が行われていた。小子は若者であるが、当初の先生の教団がそこに開かれ、弟子達である。狂おしいくらい求め、それぞれに優れたところが有るが、弟子を良質の布に喩え、裁断して仕立てることに窮しているようだ、帰って指導をしようと言いだされた。
「子、陳chéngに在（ま）して曰はく、歸（かへguī ）らむか歸（かへguī ）らむか、吾が黨（とう）の小子、狂簡にして斐然（ひぜん）として章を成す。これを裁する所以（ゆえん）を知（しzhī）らず（公冶長篇）」
　司馬遷によれば、哀公４年（BC491）、季桓子が亡くなり、季康子が立ち、陳に滞在中の先生を呼び戻そうとしたようだ。しかし、公之魚が反対をして冉求を採用せよという。この心情を察した子貢は、冉求に仕官を辞退させようとしたが、すでに出立したあとであった、という。結局、この言を発したものの、実際はこの時には、魯に帰られることはなかった。先生はその後、陳から蔡に移り放浪は続き、魯に戻られるのは哀公11年（BC484）のことである。

　陳から蔡への放浪は実に困難であった。陳、蔡で私に従った者は（逃げて）誰もいなくなった。孔子の一行は弟子の家族なども一緒に動いており、ほとんどが逃れ、数人の高弟以外は誰も居なくなった。あるいは、従った弟子は、仕官の門、学問する門にも就けなかった、不遇であったとも釈される。絶体絶命のピンチというべきものであった。
「子の曰はく、陳chéng、蔡に於て我に從（したがcóng）ふ者は皆、門に及ばざるなり（先進篇）」
司馬遷の史記によれば、楚と陳の大夫達は、孔子が楚で用いられ自分達が排斥されることを恐れ、囲んで食糧を絶った。食すらなく途方に暮れているというに孔子のみ弦歌し、平常心を保っていた。門に及ばずとは、孔子の境地に及ぶ者は無かったとする人もある。
「孔子、蔡に遷りて三歳。呉、陳を伐つ（BC489）。楚、陳を救い、城父に軍す。孔子が陳蔡の間に在るを聞き、楚、人をして孔子を聘せしむ。孔子まさに往きて礼を拝す。陳蔡の大夫謀りて曰く、“孔子は賢者、刺譏（せめそしる）ところ皆諸侯の疾にあたる。今は久しく陳蔡の間に留まる。諸大夫の設（計画し）行うところすべて仲尼の意にあらず。今楚は大国なり。来りて孔子を聘す。孔子、楚で用いられれば、すなわち、陳蔡事を用いる大夫危し。”かくて、相ともに徒役を発し、孔子を野に囲む。行くを得ず、糧を絶つ。従者病み、興しえるなし。孔子、弦歌を講誦し、衰へず」。

　史記は更に続ける。子路がその様子に怒り心頭に達し、｢君子、亦た窮すること有りや｣とぶつけると、孔子は、「君子、固（もと）より窮す、小人、窮すれば斯（ここ）に濫（らん：みさかいがなくなる）す（衛霊公篇）」と返した。 子貢も顔色を変えていた。孔子は、｢賜（子貢）よ、爾（なんじ）以て予を多く學びてこれを識（しshí）る者と爲すか｣。曰く、｢然り。非（あら）ずや｣。孔子曰く、｢非ざるなり。予、一を以てこれを貫ぬかむ（衛霊公篇）｣とはいうものの、弟子の怒りを知り、弟子の気持ちを聞かれた。詩の小雅、何草不黄篇の一節を引かれた。周の幽王の時代のこと、犀や虎とは武人であり、広野を賦役にかりだされた人夫達に自らを喩え、武人に引きまわされる様をいい、私の道は間違っているのか、私はどうするべきと思うか、と問われた。
　子路は、自分は仁に達せず人が私を信用してくれず、知に達せず人が私の言を実行してくれないという。呑気に弦歌する先生に、暗に、先生の仁と知が足りないのでしょうと直言したのであろう。先生は仁者であっても、知者であっても必ず容れられるとは限らないとされた。
子路を召（よ）びて問ひて曰く、「詩に云ふ。『兕（じ：犀）に匪（あら）ず虎に匪ず、彼の曠野に率（したが）ふ』。吾が道、非ずや。吾、此に何を爲さむ」。子路曰く、｢意者（おもふに）吾、未だ仁ならざるや。人、我を信ぜざるなり。意者、吾、未だ知ならざるや。人、我を行はざるなり｣。孔子曰く、｢是有らむか（そうであろうか）、由よ、譬（たとへるに）仁者をして必ず信ぜしむれば、安（いづくん）ぞ伯夷﹑叔齊（仁者でありながら容れられず餓死した）有らむ。知者をして必ず行はしむれば、安ぞ王子、比幹（比干：ひかん：殷の皇子、知者で諫言し殺された）有らむ｣

子貢は、先生は難し過ぎる、相手の程度に合わせたら如何ですと述べた。先生は、植えたから収穫できるものではない、巧みであるからといって使い勝手がいいとは限らない。道を修めたからといって用いられるものでもない。道を修めるより容れられるを優先するは、志が低いのではないかとされた。
子路、出でて、子貢、入りて見（まみxiàn）ゆ。孔子曰く、｢賜よ、詩に云ふ。『兕に匪ず虎に匪ず、彼の曠野に率ふ』。吾が道、非ずや。吾、此に何を爲さむ｣。子貢曰く、｢夫子の道、至大なり、故に、天下能く夫子を容れるところ莫し。夫子、蓋し少し貶（おとし）めむ｣。孔子曰く、「賜よ、良農能く稼（か：植えつける）して、穡（しょく：取り入れる）すること能はず。良工能く巧（たく）みたりて、順（使ってみて具合がよい）すること能はず。君子、能く其の道を修め、これを綱して（大原則を通し）紀し（細則を付す）、統べて（全体をととのへ）理す（筋道をたてる）。而して容らること能はず。今、爾（なんじ）、爾の道を修め、容らるを求む（道を修めるより用いられることを願う）。賜よ、而して志、遠からず（遠大でない）」 

顔回は、天下が容れることなくも気にすることなく道を修められるが先生、容れない諸侯が間違っている、道を修めることができないことが醜（はじ）と言う。孔子は我が意を得たりとよろこばれた。不亦説乎。顔回よ、お前が大金持ちだったら私がお前の宰となってやろうものを。
　子貢出でて、顔回、入りて見ゆ。孔子曰く、「回や、詩に云ふ。『兕に匪ず虎に匪ず、彼の曠野に率ふ』。吾が道、非ずや。吾、此に何を爲さむ｣。顔回曰く、｢夫子の道、至大なり、故に、天下能く夫子を容れるところ莫し。然りと雖も、夫子、推してこれを行ふ、容られずして何ぞ病まむ。容られずして、然る後に君子に見ゆ（道を修めてこそ君子たりえる）。夫れ道の修まらざる、是れ吾が醜（はぢ）なり。夫れ道、既に已（はなはだ）大きく修まりて用ひられざる、是れ國を有（たも）つ者の醜なり。容られざるを何ぞ病まむ。容られずして、然る後に君子に見ゆ｣。孔子、欣然として笑ひて曰く、｢是れ有る哉（そのとうり）。顔氏の子。爾をして財多ければ、吾、爾の宰と爲らむ｣

孔子は子貢の外交力と資力により、楚王を説得させこの窮地を脱した。
「是に、子貢を楚に至らしむ。楚の昭王、師を興し（軍を発し）孔子を迎へる。然る後に、（包囲を）免がるを得る」
しかし、結局楚においても、家臣の反対で任官はならなかった。その孔子を魯で帰国させる算段を整えたのは冉求であった。司馬遷はこう記している。冉求は軍事にも巧みで軍功を挙げ、孔子から軍旅について学んだと偽り、季康子の気を引いた。孔子は名を正し、百姓（百官）に徹底し、鬼神に正しても怨まれない。それは道に至ることが目的で、俸禄を加増するからと言われて、曲げてその者を利するようなことをなさらない。季康子は「名を正し」のところよりは、「利せずなり」というところに反応したのであろう、冉求の政治家としてのもってゆき方の巧さである。順序を逆にすれば、難しいことをいう先生だなとなる。欲の無い先生だな、それじゃ呼んでみてくれるか、と季康子が乗って来た。冉求は、ここが辛い所、季康子が孔子を小人として対応する恐れがあった。そこのところは気を付けてください、よろしいですね、と念を押さざるをえない。
　一方、衛の孔文子に軍旅のことを聞かれた孔子は、知らないと辞退し、鳥が木を選ぶのであり木が鳥を選ぶんじゃない、孔文子は小人だなと対応する。こんなことが季康子の耳に届けば、孔子を召すどころではなくなる。冉求は他の用事で出た季康子の使者であろう、それに礼物をもたせてさっさと孔子を呼び戻した。冉求はそういう腹芸のできる政治家であった。
　其の明年（BC488）、冉有（求）、季氏の爲に師を將(ひき)いて、齊と郎（ろう）に戰ひて、これに克つ。季康子曰く、｢子の軍旅におけるは、これを學びてか、これ性なるか（生まれついてのものか）｣。冉有曰く、｢これを孔子に學べり｣。季康子曰く、｢孔子、如何なる人か｣。對へて曰く、｢これを用ふれば名有り、これを百姓に播き（広く知らせ）、諸を鬼神に質（ただ）して憾（うら）み無く。これを求めて此道に至り、千社（2万5千戸）を累（るい：付け加える）すと雖も、夫子、利せずなり｣。康子曰く、｢我これを召（よzhāo）ばむと欲ふ、可なるか｣。對へて曰く、｢これを召（よzhāo）ばむと欲はば、則ち以て小人としてこれを固（いや）しむこと毋（な）かれ、則ち可なる｣。而して衛の孔文子（こうぶんし）、將に太叔（輒の弟、名は斉、字は疾）を攻めむとし、策を仲尼に問ふ。仲尼知らずと辭し、退きて載（馬車の用意）を命じて行きて曰く、「鳥能く木を擇（えら）ぶ、木、豈に能く鳥を擇ぶか」。文子、固く止む。會（たまたま）季康子、公華（こうか）、公賓（こうひん）、公林（こうりん）を逐（お）ひて（使者にして）、幣（礼物）を以て孔子を迎へ、孔子、魯に歸る。

　不亦説乎は書きことばではない。話しことばである。先生は、学而時習之、だいぶがんばってるようだが、どうだ不亦説乎と、相手に尋ねておられる。よろこび？いやー辛いだけで、と言えば、話は終わる。顔回、子貢、子夏の反応はそういうものではなかった。孔子の一言が、彼等の心を興し、パッとひらめき、こういうことですねと返す。にこりとされる先生、ひとつ壁を越えたなという喜びを共有された。これは楽しい経験であるが、滅多にないことである。大概は、冉求のごとく、通じなく悩ましいものであったろう。





朋有りて遠方より来る、亦楽しからずや

　yǒuには有、友がある。péngには朋、膨があるが膨はふくらむことで、ふっくら感があるが、こことは関係が無い。yǒu péngは友朋とも有朋ともなる。友と朋はどう違うのか。字形的な解釈は後にして、春秋左氏伝の用例をみてみよう。
　友は動詞として用いられる場合と名詞として用いられる場合がある。兄不友、兄友となるのは動詞であるが、兄が友（ゆう）しない、兄が友するとはどういうことだろう。
　書経の引用にあり、古くは、兄が弟の面倒をみる、いたわるようなことを友とし、弟は兄をたて、拱する（敬意を払う）。そういう関係のなかでの友であり、友達になるという感覚ではない。
「父慈（いつく）しまず、子祗（うや）まはず、兄友（いたは）らず、弟共（つかgōng）へず、相ひ及ぼさざる（僖公三十三年、書経の康誥の引用）」（共「gòngともに」は、gōngで拱となる）
「父義し、母慈し、兄友し、弟共（つかgōng）へ、子孝す、内平らかにして外成る。・・・（悪逆の徒は）義を掩（おほ）い賊を隱し、好みて凶德を行ひ、醜類（不良仲間）悪物、頑嚚（がんぎん：かたくなで道理に暗い）にして友せず、是れ與（とも）に比周す（親密になる）（僖公十八年、書経の五教の引用）」
左伝では、昭公二十六年の、「兄愛（いた）はりて友す、弟敬（うやま）ひて順（したが）ふ、夫和（なご）みて義す、妻柔（やはらか）にして正す、姑慈にして從ふ、婦聽きて婉（したが）ふは禮の善物なり」とあり、書経と同じく、兄が弟を愛す、いたわる、いとおしむ、大事にすることとなろう。
　名詞の場合には、
　「其の友曰く、盍ぞ之に死せざる・・・其の友曰く、吾れ女（なんじ）と難を爲さん（文公二年）」
　「楚の伍參蔡の大師子朝と友たり（襄公二十六年）」
　「伍員申包胥と友たり（定公四年）」
　「友有り田丙と曰ふ（哀公十七年）」
とあり兄弟を離れて、友という概念であるが、兄が弟を愛する気持ちを他人に及ぼすという延長線上に友をみたことになろう。昭公三十二年に、「其の名を友と曰い、公室の輔（ほ）と爲る。生まるるに及びて卜人の言の如し。文、其の手に在る有りて友と曰ふ。遂に以て之に名づけり」という話があり、名前が「友」といい、公室を輔佐するイメージである。実は「季友」とか友と名のつく人がやたら登場する。生まれた時に手に「文」という文字があったという言い伝えがあり、これにあやかろうとしたのであろう。

　朋は詩の引用に現れる。ここでは友朋とか朋友として現れる。
　荘公二十二年に、斉の桓公が陳の人でその太子の御寇（ぎょこう）を殺して斉に逃れて来た公子完（かん）を卿に任命しようとしたが、完がそれを辞退する時に引用した逸詩にある。「我が友朋を畏る」とあるが、残された親族、同朋を畏れたと思われ、友が親族、朋がそれ以外の同朋（族）とみなせよう。
「詩に云ふ、翹翹（ぎょうぎょう）たる車乘（仰々しく立派な兵車に乗り）、我を招くに弓を以てす。豈（あ）に往（ゆ）くことを欲せざらんや。我が友朋を畏（おそ）る」
　襄公三十一年に、「朋友攝（たす）くる攸（ところ）」とあり、互いに威儀を保ち、教訓し合える友を朋友としている感がある。これも同族の中のごとく思える。
「周詩に曰く、朋友攝（たす）くる攸（ところ）、攝くるに威儀を以てす。朋友の道は、必ず相敎訓するに、威儀を以てするを言ふ」
　襄公十四年に、士の階級に朋友があるが、庶人･工･商･皁隸（賤官）･牧圉（牧人）にもある、としている。実は左伝で詩の引用以外では、この一例しかない。親近で、輔佐し合い、善いことを誉め、過ちを正す、心患うなら救い、失敗すれば改める、を朋友とした。これはもはや同族を越えている。
「士に朋友有り、庶人･工･商･皁隸（そうれい：賤官）･牧圉（ぼくぎょ：牧人）まで皆親暱（しんじつ）有りて（親近する）、以て相輔佐す。善なれば則ち之を賞し、過てば則ち之を匡（ただ）し、患えば則ち之を救い、失は則ち之を革（あらた）む」
　春秋公羊（くよう）伝の定公四年、「朋友相衛（まも）る」の「何休（かきゅう）注」に「同門を朋といひ、同志を友といふ」とある。しかし、白川氏によれば、その用法は後の時代のもので、書経の君陳（くんちん）に、「兄弟に友（いう）に」とあり、元来は、友とは同族間の友誼をいう字という。上の左伝の例をみてみれば、やはり、友を同志とみるのは、この時代のものとは異なる気がする。
　白川氏によれば、友は二又（手）、各（おのおの）手をもって助けること、朋は月が二つではなく貝が二つ、一対をなすものが原義という。また、有は手と肉からなり、元来は肉を神にすすめることであるがが、大盂鼎（だいうてい：金文）に、「天の有する大命」とあるごとく保有すること、有周のように周王朝の義となる接頭語にも用いられた、とする。

　士以上の階級では、宗族、氏族関係が中心であり、朋友関係は成立しにくい。郷党となれば地縁的側面もあり、朋友がありそうだが、そこでの関係は兄弟ではないとしても、友の延長上の関係とみた方がいいのかもしれない。「士に朋友有り、庶人･工･商･皁隸（賤官）･牧圉（牧人）まで」とありそういう仲間の間に朋友という意識はあったようである。けれども、左伝で、詩の引用以外では、朋友が一度しか記されていないことからすれば、どうやら、同門という人間関係は、史官には記すに足るものではなかったとでもいうほかあるまい。
　孔子の時代になると、士の階級のものが徒党を組み、政治的な運動を繰り広げ、朋友に志を同じくするような要素が顕著となっていた。
　陽貨もそういう運動を興した人物であった。孔子を仲間に引き入れようとして豚を贈り、返答を迫った。孔子は、留守を狙って答礼しようとしたが、途中で出会ってしまった。陽貨は孔子に、貴方は宝を持ちながら（使わず）邦（魯）が迷うのを傍観しておられる。それが貴方の仁か。仕官を望みながらチャンスをつかまない、それが貴方の知か。月日は過ぎ、時は待ってくれない、（私とともにやろう）。孔子は、分かった、仕えよう、と言った。陽貨は孔子を同志にし、その弟子もろとも引き込みたかったことだろう。一応OKも得た、ところが孔子は加わらなかった。「日月逝矣歲不我與rì yuè shì yǐ suì bù wǒ yǔ」なかなか格調高い科白（せりふ）で迫る陽貨である。腕力だけで政権を奪取したものではない。これに反論できないもどかしさ、どこか自分には合わないものを感じておられたのだろう。また、少（わか）いころ、陽貨に季氏の饗宴から追い返されたこともあり、横柄なところが嫌だったのかもしれない。
「陽貨、孔子に見（あjiàn）はんと欲す。孔子見（あjiàn）はず。孔子に豚を歸（おくkuì）る。孔子其の亡（なｗú）きを時として（留守を狙って）、往きて之を拜す。諸塗（途中）に遇（あへ）り。孔子に謂ひて曰く、來れ、予爾（なんじ）と言はん、曰く、其の寶（たから）を懷（いだ）きて其の邦を迷はす、仁と謂ふ可しや。曰はく、不可。事に從（したがcóng）ふことを好hàoみて亟（しばしば）時を失ふ、知（ちzhì）と謂ふ可しや。曰はく、不可。日月逝（ゆ）く、歲（さい）我と與（ともyŭ）とすることなし。孔子の曰はく、諾、吾將に仕へんとす（陽貨篇）」（帰るguī はkuìで饋「贈る」となる。知るzhīは、zhìで智となる。亡wángは、ｗúで無となる）

　孔子は公山弗擾（こうざんふじょう）にも声をかけられた。公山弗擾は、左伝では公山不狃、費の宰をしており、季寤（ご：季桓子の弟）、公鉏極（季氏の族員）とともに陽貨に力を借りて季桓子に叛いた。先生はこの時は参加しようとされた。子路が反対した。止めた方がいい。どう見ても先生が加担するような手合いではない。先生は、私を呼ぶにはそれなりのことがあり無駄にはならない。もし、本当に私を用いるならば、周の政治をこの費から再興してみせよう、という。
　定公8年（BC502）孔子50歳。「五十にして天命を知る」にしては如何なものか、子路が居らねば、東周を為すどころか、陽貨と並んで下剋上の親玉に祭り上げられ、周杜で定公を戦慄させる片棒をかつがされる破目に陥ったかもしれない。先生も三桓氏を押さえるという政治行動については同じである。公山弗擾なら最終的に自分が牛耳って、君公（定公）の権威を回復することに軌道修正させてみせようと云う自負があったのだろう。それが出来ねば、正反対の結末に加担させられる危険性があった。こういう修羅場における人物の判定に関しては、直観的であるが、子路の方がはるかにしっかりしていた。加担しておれば、陽貨が失脚させられた後、定公が、孔子を中都の宰に抜擢することはなかっただろう。
　左伝によれば、定公12年（BC498）司寇であった孔子は、子路を季氏の宰とし、季氏をはじめ三桓氏の三都、費（ひ）、郈（こう）、成（せい）を取り壊そうとした。叔孫氏は郈を取り壊したが、季氏が費を取り壊しにかかると、公山不狃が魯の首都の曲阜を攻め、混乱に陥った。どうにかこれを切りぬけて、費を取り壊すことが出来たが、孟懿子は公斂處父（こうれんしょほ）が成を壊せば、斉からの攻撃に対応できず、孟孫氏にとっては取り返しがつかなくなると諫言するのを容れて、応じなかった。これに季孫氏も叔孫氏も同調し、孔子の行動に疑いを抱き、計画は頓挫した。定公の君権を回復することが目的であったが、三桓氏にすれば、陽貨を彷彿させるものがあった。これが孔子出国の歴史的経緯と思われる。季氏が斉の女楽にうつつをぬかしたので魯を去ったというより、孔子が魯におられなくなったものと思われる。
「公山弗擾、費bìを以て畔（そむ）く。召（よzhāo）ぶ。子往（ゆか）んと欲す。子路說（よろこyuè）ばずして曰く、之(ゆく)こと末（な）きのみ。何ぞ必しも公山氏に之かむや。子の曰はく、夫（そfú）れ我を召（よzhāo）ぶ者にして、豈（あ）に徒（ただ）ならんや。如し我を用ゐる者有らば、吾、其れ東周を為（せん）か（陽貨篇）」(費fèiは、bìで都市名)

　孔子はまた、佛肸（ひっきつ）の求めにも応じようとした。左伝によれば、哀公5年（BC490年）趙鞅（趙簡子）が衛を攻めた。衛が范氏を援助したためで、ついで中牟を包囲した。ところで趙簡子は亡命してきた陽貨を受け入れた人物であった。晋では趙簡子と范氏ならびに中行氏が対立しており、衛や斉は范氏、中行氏を援助していた。佛肸は、范氏の臣、中牟の宰相であるが、「中牟を以て畔」いた。中牟は、元来は晋の地であるが、佛肸がこれを手中におさめ、衛に帰していた。衛の霊公が老いて孔子を用いず衛を去ったときの事である。そこに佛肸から声がかかった。孔子はそれに乗ろうとした。
　ここでも子路が止めた。先生は自ら不善を為す邦（くに）に君子は入らないと私に言われた。だのにそこへ入ろうとされる、不義には加担しないといいながら加担する、おかしいじゃないですか。先生は、確かにそう言った。だけど、磨いても磨いても薄くならないものは堅いだろう。黒く染めても黒くならないのは白いだろう。私の志は堅く、穢れがない、佛肸に染まることはない、使いこなしてみせる。向こうが我々を食いたいというなら食えばいいではないか。
「佛肸（ひっきつ）召（よzhāo）ぶ。子往（ゆか）んと欲す。子路が曰く、昔し由は諸を夫子（ふうしfū zĭ）に聞く。曰はく、親（みずから）其の身に於て不善を為すは、君子は入らざる。佛肸中牟（ちゅうぼう）を以て畔（そむ）く。子のこれに往くこと、これを如何。子の曰はく、然り是の言有り。堅きを曰はずや、磨（とく）として磷(うすろ)からず。白きを曰はずや。涅（くり）にすれども緇（くろ）からず。吾れ豈に匏瓜（ほうか）ならんや。焉（いづくんyān）ぞ能く繫(つ)きて食（くらsì）はざる（陽貨篇）」
　佛肸に加担するのは手段で、そこから衛の政治に関与することを目指したのかもしれないが、子路は驚いた。孔子は、趙簡子に仕官することも視野においており、佛肸に加担すれば、趙簡子に敵対する行為であり、「佛肸に染まることはない、使いこなしてみせる」など、通用するはずもない。過信も甚だしい、子路が断念せしめたのであろう。
　こういう紆余曲折を経て、士階級にあるものが、徒党を組んで政治活動を行う、あるいは孔子のごとく私塾を開き、同門の士を集めることが世の新たな流れとなった。志を同じくする朋というものが社会的に機能を始めていた。

　朋有り遠方より来る亦楽しからずやは、それ故、滅多に会えない遠方の友達がやって来る、楽しいなあ、というものではない。
　有朋という言い方は左伝にはなかった。諸侯の観点では、有朋という物の言い方自体がない。訪ねて来るのは、諸侯か使者か家臣であり、朋が来るなどということはほぼない。
　我々には同門の朋が居る。これは身分じゃない、学ぶことを共有する者、我々は朋だ。師あれば遠くともこれを求め、自分を用いる者があるなら、遠きをいとわない。我が国でいえば、坂本竜馬のような脱藩下級浪士のようなものだ。諸藩、江戸に出向き、師を求め、自分を生かす場に飛び込んだ。吉田松陰、高杉晋作・・・藩や幕府を飛び越えて結びつき維新を目指した。孔子の時代でいえば、諸国を越えた孔門の朋のネットワークを作り出していた。孔子一行の行脚の受け入れ先でもあったろう。
　どうだ我々には朋のネットワークがある、遠くから来る朋も、肝胆照らし合えば、不亦楽lè乎。いやはやまったく、人は生まれ育ちじゃない、志だよ、まずは一献！という情景が浮かぶ。
　されど志同じからざれば、楽しいどころか、もういい、今更友よ君命といわれても、俺は脱藩浪士、もう身分で縛られる気は無い、帰ってくれ、などとうっとおしい押し問答になる。
　遠方というのは空間的な概念ばかりではあるまい。孔子は伯夷や叔斉、周公や文王など時を越えて志を求めて已まなかった。周公を夢に見る、舜の音楽を聞いて三月肉の味を忘れる、弦歌して文王の志に至る、「祭るに在すが如くし、神を祭るに神在すが如くす（八佾篇）」。いずれもそこにおられるがごとく相対された。2500年後の我々が先生の門を訪れるのをお待ちかもしれない。



人知らずして慍みず

　人不知であるが不慍。焦点は不慍にある。人が自分のことをわかってくれない、思うようにならない等々は前段で、不慍yùn！これが本命。
　yùnには孕（はらむ）、運があり、膨れる、動くイメージがある。心がふつふつとたぎり、動く。慍は𥁕と心からなり、𥁕とは、器中のものが温められているさま。怒っているのか、怨んでいるのか、悔しがっているのか、腹が膨れて動き、心が穏やかでないさまである。
　説yuè（悦）はいい、楽lèもいい、しかし、慍であってはいけない。論語に注を施した朱熹は、「慍は怒を含む意」としている。古くは、「慍は怒なり」と注しており、中国人は、慍に怒をみていたのだろう。

　左伝の用例では、「季氏公鉏を以て馬正と爲す。慍（うら）みて出でず（襄公二十三年）」「晉の悼夫人慍（いか：腹をたて）りて曰く、齊や貨を取（と）れり（襄公二十九年）」「酁般（さんはん：人名）慍（いか）りて行（さ）り（哀公十七年）」の三例があり、怨む、怒るの義である。
　論語でも、左伝とかわりなく、怨む、怒るであり、それが順当なところである。
「令尹、子文、三（みsàn）たび仕へて令尹と爲るも喜びたる色無し。三（みsàn）たびこれを已（や）むも慍（うら）みたる色無し（公冶長篇）」「子路慍（いか）りて見（まみxiàn）へて曰く、君子も亦窮すること有るか（衛霊公篇）」（三sānは、 sànで三たびとなる。見るjiànは、xiànで現、「（王に）まみえる」となる。）

　孔子の「慍」の前に、「喜」についてみてみよう。孔子は魯で大司寇になったとき、まことに喜ばれた。門人は驚いた、まさか先生がそこまで喜ばれるとは思いもしなかった。「君子は禍にあっても畏れず、福を得ても喜ばず」、とおっしゃっていたのはどこのどなたでしたかね。すると先生、そういう言もあったが、「貴人となって人にへりくだるを楽しむ」といわないか。少（わか）くして賤しかった孔子が貴人となった、よほど嬉しかったというほかない。
　定公十四年（BC496）、孔子、年五十六、大司寇に由りて相xiàngの事を行攝（宰相xiàng代行）し、喜色有り。門人曰く、「聞く、君子、禍至りて懼れず、福至りて喜ばず」。孔子曰く、「この言有るも、『其れ貴を以て人に下（くだxià）るを樂lèしむ』と曰はざるか」。ここに、魯の大夫、政を亂す者、少正卯（しょうせいぼう）を誅す。國政を與かり聞くこと三月、羔（子羊）豚を粥（ひさ）ぐ者賈（あたひ）を飾らず、男女行く者、塗（みち）を別け、塗、遺を拾はず、四方の客、邑に至らむ者、有司に求めずとも、皆、これを予（あた）へ之以て歸へす（司馬遷、孔子世家）。（相xiāngがxiàngとなると、たすける、宰相の相となる）
斉の晏平仲は一国の宰相として孔子の集団をはじめとする儒者をこうみていた。
「いったい儒者は、口さきがうるさくて、軌法（てほん）とはなりませぬ。ごうまんで自分だけが正しいと思いますゆえ、民を教えさせるべきではありません。死者の服喪をたいせつにし、哭泣をやめさせず、財産をつかいはたしても葬礼は厚くいとなませます。民の風俗をそこなうものです。辯舌でもって（諸国を）まわり歩き、財物を借りたりしますので、国を治めさせるには不向きです。（文王や周公の如き）大賢人が没せられてからは、周の王室もすっかり衰え、礼儀と音楽の規範も欠けうせました。
　今や孔子が容儀をさかんにし、外見を飾っておりますが、（堂へ）上がり下がりの作法、歩き方の礼節など、何代かかっても習いおぼえられるものでもなく、一生のあいだに窮めつくせるものでもありませぬ。わが君、もしや彼を用いても斉の国の風俗を改めようとのお考えならば、それは細民をみちびくすべではありますまい（孔子世家、岩波文庫）」
孔子の集団が葬儀業と儀典業を生業としているとみなされていた。こういう評価を得ていた孔子は、我が政治を世に知らしめんと勢い込んでいたのかもしれない。政治を乱している少正卯の不正を見逃さず厳罰に処した、それで商売人が価を偽らず、男女が別々に歩き、道で物を拾わず、外から来たものは役人に求めずとも、皆がこれを持たせて帰した。これに脅威を覚えた斉が女楽を魯に送りこんで、孔子の失脚を策したとされる。それは、さておき、大司寇は警察と裁判を兼ねた役職であるが、いきなり大夫を誅（ころ）すとは、「刑不上大夫」、もし上大夫であったら、相当の無理をしたことになる、大司寇の正当の職務とはいえ、よほど大司寇となったことを喜んだとしか思えまい。もし、その職を失うとなれば、あるいは仕官が適わぬとすれば、平常心でおられたであろうか、それとも怒り、怨まれたであろうか。

　司馬遷によれば、衛の霊公は、孔子が魯でもらっていた奉粟（ほうぞく）、六萬でもって孔子を採用しようとしていたが、或る人が中傷をしたので、孔子の所に出入りする者をことごとく見張らせ、孔子は罪を得るのを恐れて、衛を去ったとしている。仕官は孔子一人のことではない、弟子とその家族も同行しており、奉粟を絶たれれば全体が動揺する、平常心であられただろうか。
　再度衛で仕官せんとした時、孔子は夫人の南子を表敬させられた。子路は止めたが、天に誓って、夫人に会ってみたいという下心ではない、仕官には必要な事と強行された。霊公が市中に車でパレードする時、夫人と宦者、雍渠（ようきょ）の後に乘せられ、見世物のごとくされたと思った孔子は、これを醜じて衛を去っている。平常心であられただろうか。
　先にみたごとく、また、衛において、霊公が老いて、政治を怠り、孔子を用いなかったことに「孔子、喟然として歎じて曰く」とある、私を用いれば一年、いや三年で立派にしようものを！その後佛肸の誘いを受け往こうとしたが、子路の反対で実現しなかった。孔子の磬（けい：打楽器）を奏するのを聞いた隠者に、その音が堅苦しい、「己を知らるることなき、それのみか。」と言わしめた。
　己が知られないことを心中深く病んでおられたのではないか。

　孔子は、晉に仕官するため趙簡子に会おうとしたが、趙簡子が自分を育成した竇鳴犢（とうめいとく）﹑舜華（しゅんか）を殺したことを知り、黄河を眺めて、｢美しい哉水、洋洋（ようよう：水の多いさま）、丘の此を濟（わた）らぬは、命なるか。｣と歎かれた。自分の見込んだ趙簡子が竇鳴犢と舜華を殺すなど、なんと人を見誤ったことか！
　衛を去った孔子は陳に居られた。魯では、季桓子が亡くなり、季康子が孔子を呼び戻そうとしたが、先にみたように、公之魚が反対をして冉求を選んだ。父君（季桓子）が前に孔子を用いて失敗し諸侯の失笑を買ったではありませんか、また、それを繰り返せば、再び諸侯の失笑を買いますぞと、康子に思い留まらせた。小用のためではない、大用のために康子は私を呼び戻そうとしているという孔子のことばで、子貢は冉求を止めようとしたが、すでに決しており、子貢は冉求にいずれ孔子を迎え入れることを考えるように言い含めた。これも気が滅入る展開であった。
　孔子が楚に仕官を求めようとした時、孔子が楚で用いられれば、楚や陳の大夫が、自分の地位が危うくなることを恐れ囲んで食糧を絶ったこともすでにみた。子貢が楚に救援を求めた時、楚の昭王は書社の地、七百里を以て孔子を封じようとした。宰相の子西は昭王に、楚に子貢のごとき外交のできる者、子路のごとく大将を勤める者、顔回のごとき補佐、宰予のごとき官がおりますか。文王は百里から天下を治めるに至った、この楚も五十里からです。もし、孔子に七百里を封じて政治をさせれば、楚そのものが乗っ取られますぞ、と昭王を戒め、断念せしめた。
　孔子は、大司寇就任をあれほど喜ばれた。その逆であれば、心中の慍も深い。

　冉求が孔子を魯に呼び戻した経緯もすでにみた。しかし、もはや孔子を用いることができず、孔子も仕えることを求めなかった。人が我を知ってくれない、もはや政治家として名を為すことはない。天を怨んでも人を咎めてみても、どうなるものではない。学んで達するということに私が邁進していることは、天のみはご存知だろう。詩、書、樂、易を編纂し教えることに方向を転換されたという。
「子の曰はく、我を知（しzhī）る莫きなりか。子貢が曰く、何為れぞ其れ子を知（しzhī）る莫きなり。子の曰はく、天を怨みず人を尤めず。下（xiă）學して上shàng達す。我を知（しzhī）るは其れ天か（憲問篇）」
　そして、孔子は顔淵を失われた。先生は自らの学の後継者を絶たれた、それが天の意志であるなら、天は私を葬り去ったことになる、と嘆息された。
「噫（ああ）、天予を喪（ほろsàng）ぼせり、天予を喪（ほろsàng）ぼせり（先進篇）」
孔子は慟哭された。弟子は孔子が慟されるを見て驚いた、礼に反する行為である。息子の伯魚は五十歳で孔子に先立って亡くなった。それでも慟されることはなかった。慍をはるかに超えていた。「顏淵死す。子、これを哭し、慟す。從（じゅうzòng）者曰く、子慟せり。曰はく、慟せりか、夫（そfú）の人の為に慟すること非ずして、誰に為す（先進篇）」（従うcóngは、zòngで従者となる）
　西に狩して麟（きりん）が捕えられたと聞いたとき、「吾道に窮せり」「後世、丘を知る者、春秋を以てす。丘を罪する者、亦た春秋を以てす」春秋、魯の史書なら後世にまで残り、それを注した私の名も残るだろう、もはや天も人もあてにはならない。

　伯魚、顔淵、子路を亡くされた孔子は、子貢の来訪を待ちわびておられた。もう自分も長くない、誰も私を宗、始祖とするものはない。昨晩夢で、東階と西階の柱の間で私は奠（まつ）られていた。恐らく私は殷人の末裔であろう、それに準じて死後は祭って欲しい。失意のうちに亡くなられた。孔子は自らを殷人の末裔とされたことから、その祖先を宋の名族と結びつける家系が編纂されることになった。
　明歳（BC480）、子路、衛に死す。孔子病む。子貢、見（まみxiàn）ゆを請ふ。孔子方（まさ）に杖を負い門に逍遥（しょうよう）し曰く、「賜、汝來る何ぞ其れ晩（おそ）し」。孔子因りて歎じ、歌ひて曰く、「太山壞（くづ）れんか。梁柱（りょうちゅう）摧（くだ）けんか。哲人萎（な）へんか」。因りて以て涕（なみだ）下（くだxià）る。子貢に謂ひて曰く、「天下道無きこと久し。能く予を宗となす莫し。夏人、東階に殯（かもが）り、周人、西階に殯り、殷人は両柱の閑（あいだ）。昨暮、予、夢に坐し両柱の閑に奠（まつら）る。予、始め殷人なり」。後七日、卒す(孔子世家)。
　その失意に比すれば慍も如何ほどのものではない。慍すも虚しい。「君子、世を沒（おは）りて名、稱せられざるを疾（や）まむ（衛霊公篇）」

　その経験から「人知らずして慍みず」という言が発せられた。人、天が我を知ってくれない、誰も何も自分を分かってくれない。そう慍したことが虚しい。その歎きの中で、では、己が人を、天をいかほど知ろうとしたのか、そして、知っているのか、と自省された。「君子は能くすること無きを病まむ(君子は己の無能を病む)。人の己を知（しzhī）らざるを病まず（衛霊公篇）」陽貨、公山弗擾、佛肸、霊公や南子については子路の方がはるかに人物を見抜いていた。交渉となれば子貢は相手の出方を見きって事態を打開した。弟子に対しては、その人となりを見抜いて育成をしたつもりではあったが、定公や三桓氏や霊公等々、それぞれが本当に欲していたものは何だったのか、それを分かった上で対処できていたのか、己にどれほど人を見る目があったのか。
　「人の己を知（しzhī）らざるを患へざる。人を知（しzhī）らざるを患ふなり（学而篇）」この言が対となった。こうした孔子の生きざまが、弟子によって語録にされ、それがこの平成の世に至っても生き続けている。想定外であったにちがいない。





また君子ならずや

　君子というも昔からあった。周公旦は「君子は無逸たれ」とされた。君子の反は小人であった。
　小人のよってたつところを知ることが君子の心得という。小人をみると、その父母が農事の勤労をすれど、その艱難を知らず、気ままでぶしつけで、わがままにも父母を侮り、「昔の人に教えてもらうことはない」というがごときである。王たるものは、あくまでも慎み深く天命を鑑み民の生活の安寧を計ることにより、天より国を享（う）くることができるものである。「小人の依を知り、庶民を保恵し、鰥（男やもめ）寡（やもめ）を侮ってはならない」「農事の艱難を知らず、小人の労を聞かず、楽しみにふけるなら天より国を享けることはできない」「小人が汝を怨み、汝を罵るなら、ますます自らの徳を敬し、愆（あやまち）あれば『朕の愆かくのごとし』とのべ怒りを含むことない」ように。「『小人汝を怨み汝を罵る』と言えば、これを信じその罪を憂えず。また、その心を寛（ひろ）くゆったりさせることなく、みだりに罪無きを罰し、辜（つみ）無きを殺すならその身に怨みが叢（あつま）る」と戒めた。
　元来の君子というのは、周の文王のような人を想定しており、詩、大雅、文王では、豈弟の君子といい、天の禄を求め、神が慰撫する。小雅、白華では、さような君子は福禄を求めても邪（よこしま）でない。邦や家を興す人物とみている。
「豈弟tìの君子、祿（さいわい）を干（もと）めて豈弟tìなり」「豈弟tìの君子は、神の勞る（慰撫する）所」「豈弟tìの君子、福を求めて回（よこしま）ならず」(以上、大雅、文王)（弟dìは、tìで悌となる）
「樂しみある君子は、邦家の基なり、樂しき君子、萬壽期（かぎ）り無けん（小雅、白華）」
詩、周南は、「關關たる雎鳩（しょきゅう）、河の洲に在り。窈窕（ようちょう）たる淑女は、君子の好逑（こうhăoきゅう）」にはじまり、君子と淑女の睦み合うさまが歌われる。この君子は王侯である。

　左伝になると君子は王侯に限らず、「子産は、君子の樂しみを求むる者なり」と大夫クラスの人間であっても適応されるに及んでいた。君子曰く、という言い方が、物事の判断の規範をしめした。「君子曰く、禮に非ざるなり。禮は逆う所無し」「其の左は善く射る。其の右は辭有り。君子なり」だから彼は君子でない、斯は君子である、という裁定の基準である。
　君子像をみると、「君子は其の身を貴くして、而して後に能く人に及ぼす。是を以て禮有り」「君子に事（つこうまつ）れば必ず志を得ん」「君子之(和楽)を聽きて、以て其の心を平らかにす」「君子に四時有り。朝は以て政を聽き、晝は以て訪問し、夕は以て令を脩め、夜は以て身を安んず」「故に君子は在位畏る可く（位に在れば畏れられ）、施舍愛す可く（施舎すれば敬愛され）、進退度とす可く（進退は度にかない）、周旋則る可く（周旋は規則にかない）、容止觀る可く（容姿整い）、作事法る可く（作法にかなう）、德行象る可く（徳行は模範）、聲氣樂しむ可し（声気は溌剌）。動作文有り（所作は優雅）、言語章有り（言語明晰）、以て其の下に臨む。之を威儀有りと謂うなり」とある。また君子は個々の仕事に通じる必要はなく、適材適所に人を選び、一旦口にすれば実現する、「君子の言は、信にして徵有り。故に怨み其の身に遠ざかる。君子は務め人を擇（えら）ぶに在り」としている。
　君子と小人はもとは対立概念ではなかった。君子の置かれている立場は、小人とは根本的に違っており、君子は、小人の立場にある人々の意向をよくわきまえ、汲み上げて政治を行うべしとされていた。いわば治める側と治められる側とが、はっきりと分かれていた。しかし、大夫クラス、士クラスに君子が広がって来ると、君子と小人は比較の対象と化してきた。「君子は務めて大なる者遠き者を知り、小人は務めて小さき者近き者を知る」「君子心を勞し、小人力を勞す」同じ大夫であっても、彼は君子、斯は小人、同じ士でも、彼は君子、斯は小人という比較が、孔子のころには、茶飯事となっていた。

　論語の中でも君子は頻繁に出て来る。孔子が、君子を育てることを目指されたことによる。左伝を踏襲するものも多い。
　孔子は、宰相となった大夫の子産や蘧伯玉などを君子とした。
「子、子産を謂ふ。君子の道dào四つ有り。其の己を行（おこなxíng）ふや恭、其の上shàngに事うるや敬、其の民を養ふや惠、其の民を使（つかshĭ）ふや義（公冶長篇）」
「君子かな蘧伯玉、邦に道dào有りて則ち仕へ、邦に道dào無くして則ち卷きてこれを懷にすべし（衛霊公）」
　以下も伝統的君子像を引き継いでいる。
「子の曰はく、君子、食shí、飽くを求むるなく、居、安しを求むるなし。事に敏にして言に愼み、有道dàoに就きて正さむ。學を好hàoむと謂うべきのみ（学而篇）」
「子の曰はく、君子爭ふ所なし。必ずや射shèか。揖讓して升り下（くだxià）りし而して飮（のまyìn）す。其の爭は君子なり（八佾篇）」（飮むyīnは、yìnで飲ます）
「子路、君子を問ふ。子の曰はく、己を脩むるに敬を以てす。曰く、斯の如きのみか。曰はく、己を脩め以て人を安んず。曰く、斯の如きのみか。曰はく、己を脩めて以て百姓を安ず。己を脩め以て百姓を安んずは堯舜其れ猶ほこれに病めり（憲問篇）」
　君子は多能ではない、私は少（わか）くして賤しかったので何でもしなくてはならなかった。能力ある人を使いこなす、国の道を立てるのが君子とするのも伝統的君子像である。
「吾少（わかshào）くして賤しかりき、故に、鄙事に多能なり。君子多ならむや、多ならざるなり（子罕篇）」
「子の曰はく、君子は道dàoを謀りて食shíを謀らず。耕やすなり、餒（うえ）、其の中（なかzhōng）に在り（耕作しても飢えることがある）。學ぶなり、祿、其の中（なかzhōng）に在り（学んで禄を得ることがある）。君子は道dàoを憂へ貧を憂へず（衛霊公）」
　非常に多いのは、君子と小人の対比である。
「君子德を懷（おも）ひ、小人土を懷ふ、君子刑を懷ひ、小人惠を懷ふ（里仁篇）」
「子、子夏に謂ひて曰はく、女（なんじrŭ）、君子の儒を爲し、小人の儒を爲す無かれ（雍也篇）」
「君子は和して同せず、小人は同して和せず（子路篇）」
「君子の德は風、小人の德は草、草上shàngの風必ず偃せる（顔淵篇）」

　孔子の門下に集う下級の士や庶民が、貴族の子弟と渡り合ってゆくためには、賤しい身分の出身であった孔子がそうであったように、君子の素養を身につける必要があった。それは、貴族の君子像を踏襲しつつも、根底を変革するものとなる。そこへ行く前に、孔子の出自についてみておかねばならない。

　ところが孔子の出自はよく分からない。孔子家語によれば、父を叔梁紇（しゅくりょうこつ）といい、宋から魯にやってきた子孫とされる。紇の先は宋の孔父嘉（こうほか）とされ孔家である。紇は魯の施氏に娶って九女を生むが、男が生まれず、妾の間に孟皮を得、伯尼（長男）としたが、足の病が有った。そこで今度は婚を顔氏に求めた。顔氏に三女あり、末娘を徴在（ちょうざい）といった。紇は左伝によれば、襄公十年に、偪陽の戦いで、郰（すう）の人紇が門扉を押し上げて、門内に入った戦士を救いだしたとする紇であり、十七年に、斉が魯の名家、臧紇（ぞうこつ）の居る防を包囲したとき、甲士三百人を率いて夜襲をかけ救出した武人の一人で、その功績で郰邑の大夫となったとされる。その武人の妻になる気は無いかと、顔氏が三女に聞くと、徴在が父に従うとし妻となった。ところが妻となると、夫は年老いており、男児を欲しがっていることを知り、尼丘の山に男児を祈った。それで、孔子を生み、丘と名付け、仲尼（次男）と字（あざな）した、とある。
　史記では、司馬遷は家語の話を採用せず、叔梁紇は顔氏の女（むすめ）と野合(正式の婚姻を結ばず)して孔子を生んだとのみしている。孔子が19歳で宋の并官氏より娶り、一年にして伯魚を生んだという記述も採用していない。ならば、孔子70歳くらいで、伯魚を亡くされたことになるが。司馬遷は現地の古老を訪ね、色々な伝承を聞きとっており、家語の話をそのまま信じることが出来なかったようである。
　丘が三歳のときに紇が亡くなり防に葬られたこと、徴在は丘を連れて実家に帰り、丘は常に俎豆（そとう：供物を置く台と高坏）を陳（つら）ね、禮容（れいよう：礼儀正しい動作）を設（まう）けて遊んでいたことは採用している。また禮記、檀弓上に、孔子は少（わか）くして（母も亡くし）孤児となり、父が葬られた墓を知らず、五父の衢（ちまた）に殯（もがり）したときに、皆が本葬と思って集まってき、郰曼父（すうまんぽ）の母に問うて、父が防に葬られたことを知り母を合葬したことも採用している。母は父の墓所を言わなかったようだ。
　これは十有五にして学を志す前の事と思われ、孔家にどう了解をとって合葬したものか、少年にしては手際がよすぎる。伝統的には、司馬遷の記述を順当とみるほかない。しかし、父の紇の姓は叔梁であって孔ではない。叔梁丘ではなく孔丘となるのは何故か？紇の先は宋の孔父嘉であるからということでは説得力はなく、疑問が残る。孔丘であり、その姓で当世を生きておられ、それが偽りであれば、先生の言そのものが揺らいでしまう。
　出自については、どこまで本当なのか疑問視されている。極端な場合には、尼丘の山の巫女、男と交わることを禁じられた巫女が生んだ子で父母も定かでないとする。孔子は長人で頑強な身体の持ち主であり、郰邑ならばあの勇士、叔梁紇が父であろうとされ、孔子の詩の才は、孔父嘉の父を正考父（せいこうほ）といい、詩の商頌十二篇を編纂した人物により、宋の名族であり、だから孔子は自ら殷の末裔とされた、と結びつけられたようである。

　いずれにせよ、少年時代は顔氏の里で暮らしており、庶人である。孔家に入ることで郰邑の大夫の仲尼（次男）たりえた。郰邑ではまだしも、季氏の饗宴に陽貨に追い返されたくらいであり、士の末端に連なる身分以上とは思いづらい。その丘が君子たろうとする、これは左伝の世界の君子とは違ってくる。
　伝統的君子像であるが、どことなく響きが異なる。
「子の曰はく、君子は義以て質と為し、禮以てこれを行（おこなxíng）ひ、孫（xùn謙遜）以てこれを出で、信以てこれを成す。君子かな（衛霊公）」（孫sūnは、xùnで遜となる）
「子貢、君子を問ふ。子の曰はく、先ず其の言を行（おこなxíng）ひ、而して後に之に從（したがcōng）ふ（為政篇）」
貴族の君子はかくあるべきというよりは、人としてかくあるべきというふうになる。
「子の曰はく、質、文に勝（まさshèng）れば則ち野、文、質に勝（まさshèng）れば則ち史、文質、彬彬として然る後に君子（雍也篇）」
「子の曰はく、君子、文に於て博く學び、これを約するに禮を以てすれば、亦、以て畔（そむ）かざるべし（雍也篇）」
はその延長上にあるが、
「子、子賤を謂ふ。君子かな、若き人。魯に君子なしとすれば、斯れ焉（いづくんyān）ぞ斯れを取（とqŭ）らむ（公冶長篇）」となれば、おいおい、先生より30歳も若い單父（ぜんほ）の宰の若造だろう、君子は貴族だ、それを魯の君子だと、いいかげんにしてもらいたい。
「子の曰はく、君子重からざれば則ち威ならず、學ぶも則ち固からず。忠信を主とし、己に如ざる者を友とすること無かれ。過てば則ち改るに憚ること勿かれ（学而篇）」
孔子とその弟子によって、君子は人として追及すべき目標と変質させられた。
　有教無類、身分も地位も関係ない。
　汝自身を知り、汝自身を生きる。
　人知らずして慍みず、これこそ君子というものではないか。
　これを学而時習之、不亦説乎。そんな有朋自遠方来、不亦楽乎。人不知而不慍、不亦君子乎！
これが論語の第一の冊の第一である。

　ここまでお付き合いいただいたなら、もはや論語の門をくぐられたに等しい。では、與足yŭ jù、ともに歩みをすすめましょう。

2012年1月3日、5月15日一部修正。

＊＊＊＊＊＊＊＊
　論語読書会は、韓国から京都大学に留学されていた鄭墡謨さんの呼びかけで始まった。平成18年（2006年）のことであった。学問をする人間の社会への還元ということで、社会人対象の韓国文化研究会も開催しておられ、留学生、日本人の大学院生に、社会人が加わり、鄭さんの修学院のアパートの一室から論語読書会が始まった。台湾や中国の留学生が論語の音読をリードし、日本人院生が訓読を正した。
　留学経験のある院生が発音の基本を社会人に教え、留学生に就いて詠む。留学生にとっては日本語の「てにをは」はむつかしく、訓読は日本語の勉強になった。
　解釈となれば、社会人には学問的見地とは異なる発想があり、めくら蛇に怖じずの論議をふっかけることともなった。
　筆者は中国音声や学問的解釈には門外漢の社会人であり、これまで記したことは読書会での受け売りであり、音声や解釈に誤解があろう。間違いは、ご指摘いただきたい。鄭さんはすでに韓国に戻り、中国で教鞭をとっておられる。これも、鄭さんの社会還元の一つの成果である。

2015年7月20日一部修正。
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